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序

小山遺跡が所在する出雲市四絡地区は、矢野遺跡◎大塚遺跡◎姫原西遺跡な

ど、出雲市でも有数の集落遺跡の密集地帯として知られています。近年の開発に

伴って、発掘調査も増え、しだいに古代四絡地区の様相が明らかになりつつあり

ます。

このたび、出雲市立四絡幼稚園改築事業に伴い、小山遺跡第3地点を発掘調査

いたしました。その結果、弥生時代から古墳時代初頭にかけてと奈良◎平安時代

及び中世の遺構◎遣物を検出しました。特に、古墳時代初頭に埋まった溝状遺構

は、天神遺跡や古志本郷遺跡◎下古志遺跡などでも確認された「環濠」と類似し

ており、貴重な発見と言えます。また、墨書土器が検出され、平成6年度（第1

次）調査において確認された墨書土師器◎へラ描き須恵器などと合わせ、古代の

人々の暮らしぶりを伺い知るうえでの重要な資料となりました。

これらの成果が、今後の研究資料として広く活用され、歴史の解明と郷土の発

展に寄与することを期待するとともに、発掘調査及び本書を発刊するにあたり、

ご指導ご協力賜りました関係者のみなさまに心から御礼申し上げます。

平成14年（2002）3月

出雲市教育委員会

教薗長　多　久　　　博



例 言

1．　本書は、出雲市（建築課）より依頼を受け、出雲市教育委員会が、平成12年度に実施した、出

雲市立四絡幼稚園改築事業に伴う、小山遺跡第3地点第4次発掘調査の報告書である。

2．　発掘調査地は次のとおりである。

小山遺跡第3地点（出雲市遺跡地図遺跡番号GO4、地図番号10．11）

出雲市小山町652番地

3．　発掘調査は、平成12（2000）年11月6日に着手し、平成13（2001）年3月30日に終了した。

4．　調査組織は次のとおりである。

調査主体　　出雲市教育委員会

事　務　局　　大田　茂（出雲市教育委員会　文化振興課課長）

調査指導　　田中義昭（島根県文化財保護審議委員）

池淵俊一（島根県教育庁　文化財課　主事）

調査担当者　　園山　薫（出雲市教育委員会　文化振興課　嘱託員）

調査補助員　　糸賀伸文、勝部真紀、石橋弥生、宮崎　綾、伊藤めぐみ、（以上臨時職員）

5．　発掘調査、遣物整理、報告書作成においては、以下の方々の協力を得た

発掘調査　吾郷　栄、吾郷要子、板垣将信、大森長一郎、奥屋孝之、小玉周平、小室和子、

高根常代、土肥源市、富田　勉、畑　守隆、福田益之、星野勝義、三原節夫、吉川幸男、

吉田　栄、米原信夫、渡部正義

遺物整理　　飯囲陽子、吹野初子、河井栄子、岩崎晶美

6．　出土遺物の実測は、上記調査員e調査補助員のほか、伊藤晶子、鬼村奈津子、片倉愛美、佐藤

三鈴、瀧尻幸平が行った。

7．　本書に掲載した遣物写真の撮影は、園山が行った。また、Ⅹ線写真撮影では、島根県埋蔵文化

財調査センターの協力を得た。

8．　発掘調査、ならびに報告書作成に当たっては、以下の方々から有益な御指導e助言を頂いた。

記して謝意を表したい。（敬称略）

松井　章（奈良国立文化財研究所）、平石　充（島根県立博物館）、錦田剛志（同）、松本岩雄

（島根県埋蔵文化財調査センター）、西尾克己（同）、内田律雄（同）、中川　寧（同）、松尾充晶

（同）、松山智弘（同）、飛田恵美子（島根大学生）

9．　石器の石材鑑定は羽木伸幸氏（社会福祉法人千鳥福祉会　嘱託員）にお願いした。

10．　挿図中の北は、磁北を指す。従って測量法による第Ⅲ座標系のⅩ軸より、7055〝西の方向を

指す。レベル高は海抜高を示す。

11．　本書で使用した遺構記号は以下のとおりである。

SB：掘立柱建物、SA：柱列、SE：井戸、SK：土坑、SD：溝、SX：不明遺構

12．　本書の執筆◎編集は園山が行った。

13．　出土遺物及び実測図、写真等の記録は出雲市教育委員会において保管している。
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葦1章　位置と環境

小山遺跡は、出雲市中心部の北側に隣接する四絡地区に所在する。同地区は、近年ますます都市化

が進み、発掘調査も急増してきている。小山遺跡は、弥生時代の拠点集落として知られる矢野遺跡や、

大塚遺跡、姫原西遺跡、蔵小路西遺跡などとともに、「四絡遺跡群」を形成する遺跡のひとつである。

「四絡遺跡群」の中核となる矢野遺跡は、縄文時代後◎晩期から始まる集落遺跡で、矢野第3地点で

は弥生時代後期に吉備地方から搬入された特殊土器などが発見されている。小山遺跡は矢野遺跡に付

随して弥生時代中期中葉から造営されてきた。

本調査地は、出雲考古学研究会の調査により地点分けされた小山遺跡第3地点にあたる（1）。旧神戸川

の下流域に形成された自然堤防上に立置しており、小山遺跡の北東部分にあたる。旧河道の右岸に形

成された微高地上に発展した遺跡である。東は大塚遺跡に接し、旧河道の左岸に小山遺跡第1．第2

地点を見る。本遺跡ではこれまでの調査で、弥生時代から奈良◎平安時代にかけての集落遺跡である

ことが分かっている。

縄文時代、「神門の水海」と呼ばれた潟湖の縁辺部に集落が出現し始め、後◎晩期になって、矢野遺

跡や蔵少路西遺跡◎善行寺遺跡など、平野の中心部でも本格的に発展してくる。縄文時代後◎晩期

の遺跡からは、弥生時代前期の遺物が出土しており、連続して遺跡が存続していたことが窺える。

弥生時代中期以降、矢野遺跡をはじめ平野部の集落は急増し、天神遺跡◎古志本郷遺跡◎下古志遺

跡などの拠点集落の出現を見る。小山遺跡第3地点では、平成9年度の調査（第2次）で、弥生時代

中期後某から後期前葉の「環濠」と思われる溝状遺構が確認されている（2）。後期後半に至って、出雲平

野を見下ろす西谷丘陵に四隅突出型墳丘墓が築かれるほどの発展を見るが、終末期から古墳時代初頭

にかけて、ほとんどの遺跡は終息してしまう。その原因は末だ解明されていない。古墳時代前期の平

野中心部は空白期であり、山持川川岸遺跡◎浅柄遺跡など縁辺部でわずかに遺跡が確認されるのみで

ある。古墳も北山山麓に大寺古墳、神西湖東岸に山地古墳などが築かれる程度に過ぎない。これは、

畿内中央政府との関係が影響しているものと考えられる。

古墳時代中◎後期になると、平野部の集落も徐々に再興していき、出雲地方最大の前方後円墳であ

る今市大念寺古墳や上塩冶築山古墳などの大型古墳が築かれるようになり、終末期には上塩冶横穴墓

に代表される横穴墓が多数分布するようになる。

律令時代、平野の各地で遺跡が確認されている。古志本郷遺跡では近年の調査で、「神門の郡家」に

比定される建物跡が発見されている。平野の西には、当時西流していた斐伊川と神戸川による「神門

水海」が広がっており、奈良時代に編纂された『出雲国風土記』によると、本遺跡付近は「神門郡八

野郷」に比定されている。平成6年度の調査（第1次）で、墨書土器やへラ描き土器が確認され、同

書記載の「矢野郷庁」との関連も指摘されている（3）。

中世に至って、蔵少路西遺跡からは12～15世紀の朝山氏の居館跡と考えられる遺構が確認され（4）、ま

た、矢野遺跡では14～15世紀の屋敷跡が確認されており、四絡地区は中世以降も繁栄してたようであ

る。

ー1－
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第2章　調査の経緯

平成12年（2000）3月17日付で、出雲市長（建築課）より、出雲市立四絡幼稚園改築事業による新

園舎建設予定地内の埋蔵文化財試掘調査の依頼があった。事業予定地は周知の遺跡である小山遺跡第

3地点の範囲内であり、平成6年度、平成9年度の発掘調査において、当予定地周辺が埋蔵文化財包

蔵地であることが確認されている。調査対象となる新園舎建設予定地は1，200nfである。ただし、新園

舎は既存の園舎跡地での建て替えであるため、建築課と協議し、園舎南の園庭に仮園舎を建設し、そ

の後既存園舎を解体するため、調査は10月以降に実施することになった。平成12年（2000）11月6日よ

り　出雲市教育委員会が調査を実施し、平成13年3月30日に終了した。

なお、本調査地の北20mでは、市道四絡30号外1線道路改良工事に伴う発掘調査が年度始めより実

施されており、平成12年末より平成13年始めにかけて並行して調査が行われた。これにより、本工事

一　予定地内の発掘調査は終了

し、島根県教育委員会と協

議の上で、工事着手の運び

となった。

なお、平成13年度も出土

遣物の整理作業を継続し、

平成14年（2002）3月に本書

を発刊するに至っている。

第2図　小山遺跡第3地点調査配置図（S＝1：2，500）
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第3図　遺構配置図（S＝1：200）
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第4図　土層図（S＝1：80）

1．盛　土
2．褐灰色土（現代耕作土）
3．明黒褐色土（褐色粒子含む．砂礫多く含み固い）
4．暗黒褐色土（砂礫．軽石粒多く含む．固くザラザラ感有）
4′．暗黒褐色土（4に黄灰色地山砂混）
5．黒褐色土（砂徽軽石軋黄褐色地山シルトブロック少し含む．粘性有）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4m
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第3車　調査の結果

第調節　調査の概要（第3～5図）

本調査区は四絡幼稚園新園舎の建設予定地で、調査面積は約1200I茸である。建物の形に添った長方

形の調査範囲で、東西の長さ65m、南北幅は14m～27mに至る。表土を重機により約80cm掘り下げた

後、遣物包含層を徐々により下げながら遺構検出に努めた。

本調査地は四絡幼稚園の園舎が建っていた場所であるため、建物の基礎やこれまでの建て替え、建

て増し工事により、遺構面が撹乱により破壊されている箇所が多数確認された。そのため、遺構の形

状やつながりが正確につかめないと言う弊害が出ている。にもかかわらず、多数の溝状遺構e井戸◎

土坑e掘立柱建物跡◎ピット等を検出した。

第5図　土層図（S＝1：80）

ー　8　－

4m

」」＿＿＿」＿＿＿」⊥＿」



2．3層は中世以降の旧耕作土と考えられる。4層は奈良・平安時代の遺物を出土する包含層であ

る。4’層、5層が地山上に堆積している。5層からは弥生時代終末から古墳時代初頭の遺物が出土し

ている。この5層は、調査区の東側、10．．11グリッドで深く堆積している。この範囲で土器溜まりを

検出しており、SD03とSD04の間で、地山も落ち込んでいる。

調査区の西側では5層の堆積は見られなくなり、弥生時代から古墳時代の遺構も無くなる。古墳時

代前期前葉の浅い溝状遺構（SD13）と土坑（SKO3）を検出したのみである。そして、SKl

Oなどの奈良・平安時代の遺構が多数検出されるようになる。これは、標高が関係しているものと考

えられる。標高の高い部分は、4層下面で一様に削平されていることが土層の観察から窺える。古い

時代の遺構は削り取られてしまった可能性がある。

標高4．5～4．2mで地山に至る。地山は中央より東側が黄褐色シルトで、西側が黄灰色砂である。第

1次調査区でも、西側は砂層になっており、第1次調査区の西南に位置する第2次調査区においては

全面砂層であったことを考えると、南西方向から北東方向に地山は堆積していったものと考えられ、

これは南東から北西方向に流れる旧河道の流路に関係するものと考えられる。地山のレベルは、東側

と中央部がもっとも高く（標高約4．5m）、西側に向かってやや下っている。

I

第6図　S旧1実測図（S＝1：60）

－　9　－



東側では遣物包含層から弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての遺物が多く出土しており、古墳

時代前期前葉に埋まった「環濠」と思われる2条の溝状遺構（SDO3．04）を検出した。

第2節　遺構と遺物

詞。竪飛建物跡離郷引副

Sl01（第6図）

SB02のピットを切る形で検出した遺構である。1辺が3．9～4．3mの隅丸方形プランを呈す。深

さは25cmと浅く、竪穴住居跡と考えられるが、断定はし難い。明確に柱穴と分かるピットは見られな

い。南北を軸とした場合、N－140－Wを指向する。後述するSBOl。02とは100西に軸がずれて

おり、時期的には一致しないものと思われる。SB02のピットの一部を切ることから、SB02よ

り新しいと考えられる。

覆土からは須恵器と土師器の破片がわずかに出土するのみである。図化できた出土遣物はいずれも

上面◎上層からの出土であり、遺構の時期を決定する資料には成り得ない。しかし、SDl Oの東側
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第7図　S旧1出土遺物実測図（S＝1：3）
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PO410　　　　　　PO519

L＝4．5m

PO502　　　　　　　　PO501　　　　　　　　PO610

十黒褐色士（砂含み、しまっている）
2．黒褐色土（1より暗く、ややソフト
3．暗灰黄色士（地山砂ブロック含む）
4．灰黄色砂質士

2m

‾’－‾’－－‾　　　　‾　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾－

第8図　SAOl実測図（S＝1：80）

にあるSB04と軸が合致することから、2つの建物は同時期と考えられる。

出土遺物（第7図）1．2は須恵器の杯である。体部は内湾して立ち上がり、口縁を丸く収める。

1は器高2．7cmとやや低い。いずれも底部は回転糸切りで、2はパケによるナデが残る。8世紀後半に

比定される。3は須恵器の杯または壷の底部で、高台を持っ。射ま貼付け高台の土師器杯である。全

体に薄作りで内外面とも赤色塗彩が施される。5．6は土師器の嚢である。5は口径33．2cmを測る大

型品で、器壁が厚く体部は張らずに下りる。外面に荒い刷毛目、口縁内面にヨコ刷毛目調整される。

6は逆「ハ」の字状に日録が外反し、体部はやや張る。ともに奈良e平安時代の所産と考えられる。

7は土製支脚の脚部である。下部はへラ削り、上部はナデにより調整される。Bは弥生時代後期前葉

の高坪目線部で、混入遺物と考えられる。日録には4条の沈線が施され、体部外面の調整はミガキで

ある。不鮮明ながら一部赤色塗彩の痕が認められる。

0　　　　　　　　　　2m」

第9図　SAO2実測図（S＝1：80）
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翌，柱夢悶（第窃0国図）

SAの且（第8囲）

C4．5Grで検出した5穴の

ピット列である。柱穴は長径0．8～

1．4m、短径0．6～0．8mの楕円形を

呈し、深さ20～50cmを測る。約2．2

m間隔で9mの長さに至るが、対

応するピットが北e南になく、単

独の柱列とした。方向としては、

SDO8．09に直行する形にな

り、N－550－Eを指向する。

遺物は図化し得なかったが、弥

生土器e土師器◎須恵器の破片が
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第10図　SBOl実測図（S＝1：80）
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SAの2（第9図）

A8Grで検出した3穴からなる柱穴列で、SD03とSDO8．09の間に位置する。N－550－

Eを指向し、SAOlと軸を同じくする。軸上で8．7mSAOlより南に位置する。SDO8．09に

直行する形になる。P2はSD07を掘り込んでいることから、SD07より新しいと思われる。ピッ

トはSAOlと同様な楕円形プランを呈し、長径0．9～1．5m、短径0。5～0．7m、深さ約50cmを測る。

柱間はSAOlと同じ2．2mで、対応するピットは見られないため、柱列とした。

並列して走るSDO8．09を区画溝とすると、SAOl．02はそれに併せて計画性を持って作

られた塀、または、柵と考えられる。ただし、同様の軸になる掘立柱建物等は検出されなかった。

詔．浦立柱直物（第°相～頂2固）

SBの且（第且0図）

Cllグリッドで検出した、2間×2間の総柱の掘立柱建物である。径50～70cmの不整円形のピッ

トで、土器溜りを検出した包含層を振り込んでいる。南北方向が1．65m◎東西方向が1．3mの柱間を測

り、平面の規模は約8．6I茸になる。南北を棟軸とした場合、N－40－Wを指向する。

－12　－



遺物がほとんどなく時期は決定しがたいが、後述する掘立柱建物SB02と同軸に建っていること

からほぼ同時代の建物と考えられる。

SBの2（第且且困）

調査区の西側で検出した掘立柱建物である。径0．9～1．4mのやや大きなピットで、深さは30～50cm

を測る。柱間は南北方向が2．5m、東西方向が2．2mで、2間×2間の規模（約22I迂）になるが、南の

ノ∀－
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叫首ウニ「
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1．黒褐色士（砂礫多く含み、固い）
1′．黒褐色士（1よりやや暗い）
2．黒褐色土（1より暗く砂礫少ない）
2′．黒褐色士（砂ブロック混）
3．暗灰黄色砂質土
4．暗褐色砂質士

第11図　SBO2実測図（遺構S＝1：80　遺物S＝1：3）

ー13　－

0　　　　　　　　　2m

ヒエコ　ー1　－　－一二」

10cm

］　－　，．．！　　　　　　　［



0　　　　　　　　　　2m
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第12図　SBO3実測図（S＝1：80）

調査区外へ広がる可能性も考えられる。SI Olにピットの一部を切られている。軸はSBOlと同

じほぼ南北方向を向いており、N－40－Wを指向する。

埋土からは須恵器と土師器の破片がわずかに出土するのみで時期は特定Lがたい。招一一日まP2か

ら出土した須恵器坪である。やや内湾して立ち上がる体部で、8世紀後半のものと思われる。椚－2

はPlから出土した土師器の杯で、内外面に赤色塗彩される。

これらの遺物からSB02は9世紀初めには埋没したものと考えられる。

SBの3（第且2囲）

SB02の北、Cl．2Grで検出した掘立柱建物である。径60～80cmのピットが、東西方向に柱

間約2．2m間隔で5穴が列状に並ぶ。西側と北側は調査区外になり、また、東端のP5はSKl Oに切

られているため、4間（約9m）

われる。検出した東西を軸とした

場合、N－790－Eを指向し、SB

O L　02より約70　北側にふっ

て建てられている。東側半分はや

や浅い落ち込み状に黒褐色土が堆

積している部分がある。

遺物はP2から墨書土師器の杯

破片（13－1）が出土している。

内外面を赤色塗彩し、糸切り後ナ

デ調整された底面に墨書が見られ

る。荒い筆で書かれ、破片のため

判読し難いが、2文字とすれば、

「人口」と読めなくもない（5）。13－

以上の規模になる可能性もある。北の調査区外へ展開するものと思

0　　　　　　　　　　　　　10m

LTr－「｛「∃

第13図　SBO3－P2出土遺物実測図（S＝1：3）

ー14　－



2は製塩土器の口縁部である。口線上端部に平坦面を持ち、内外面とも強い指ナデ痕が残り、外面に

はひび割れが少し見られる。

SB03からは他に、土師器の破片がわずかに見られるだけで時期は特定Lがたいが、概ね9世紀

代の建物跡と考えられる。

SBO4（第14図）

B5～6Grにかけて検出した。径50～70cm、深さ20～35cmを測る、やや大型の不整円形の柱穴9

穴からなる総柱の掘立柱建物である。柱間1．9m弱の2間×2間（約14汀f）の規模になる。南の棟柱と

北東隅の2穴を欠く。南北に小さな棟持ち柱を持つ。南北を軸とすると、N－150－Wを指向し、これ

はSI Olとほぼ同軸である。

また、屈曲して走るSDlOの東西方向の溝の方向にSB04の東西軸は合致している。SDl O

とは2m強離れて内側に位置している。SDlOと同時期の建物と考えられるが、遺物がほとんど出

土しておらず、推定の域を出ない。

2m D

：－　l L」」

L＝4．5m pl

第14図　SBO4実測図（S＝1：80）
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1．黒褐色士（砂礫多く含み固い）
2．黒褐色土（1より暗い）
3．黒褐色砂質土
4．黒褐色士（砂礫多く含み固い）
5．黒褐色士（砂礫多く含み固い）
6．黒褐色士（地山砂ブロック混）
7．黒褐色±（黄褐色地山シルト小ブロック若干含む）
8．黒褐色士（7より地山ブロック多く含む）
9．黒褐色士（8より暗い）
10．黒褐色砂質士
11．暗藁灰色砂冥土
12．黒褐色土（黄褐色地山シルト小ブロック若干含む）
13．黒褐色土（12より暗く地山ブロック少ない）
14．黒褐色土（13より暗くややソフト）
15．黒褐色土（黒褐色土と地山がブロック状に混合）
16．暗褐色士
17．黒褐色土（固い）
18．黒褐色土（17より明るい）
19．黒褐色土（18と同じだが地山砂ブロック含む）
20．黒褐色砂質土
21．暗灰黄色土（ややソフト）

22．暗灰黄色砂質士
23．黒褐色土（砂礫多く含み周い）
24．黒褐色土（23より明るい）
25．黒褐色砂質士

26．暗黒褐色砂質土（黒褐色土ブロック混）
27．暗灰黄色砂質士（黒褐色土ブロック混）
28．黒褐色士（砂礫多く含み固い）
29，黒褐色土（28より暗く．砂礫少ない）

0　　　　　　　　　　　　　2m

第15図　主要ピット実測図　PO311・PO312・PO314・PO420・PO421・PO422・PO423（S＝1：60）
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∠軋　主要ピッ、第硝～17図）

PO31「　0312．0314．0420．

042「　0422．0423（第15図）

A3．4グリッドで検出したピット群である。当初、

広範囲の黒褐色土の不整形プランとして検出した。精

査する段階で、いくつかの楕円形ピットに分離する可

能性が出てきたが、不鮮明なため、断面の観察により

新旧関係を判断した。その結果、大小7個のピットを

検出するに至った。調査時は柱穴として扱ったが、周

りに対応する柱穴はなく、土坑的性格が強いものと思

われる。

また、南で検出したSD05。06とは検出段階の

違いから、やや時期がずれるものと考えられる。むし

ろ、西側で検出したSI Ol、あるいは北に位置する

SKl Oとの関係を考慮すべきかも知れない。

遺物は、須恵器e土師器の破片が出土しているが、

それらは概ね8世紀後半から9世紀初めにかけてのも

のである。しかし、図化し得たのはPO422から出

土した2点である。

出土遺物（第16図）吊ま丹塗りの土師器皿の底部で

第16図PO422出土遺物実測図（S＝1：3）ある。外面は細かなミガキが施される。見込みに螺旋

状の渦巻き暗文が描かれている。胎土は在地のもので、7世紀後半から8世紀初めにかけてのものと

考えられる。2は土製支脚の脚部である。底面中央がくぼむ。

PO202（第17図）

SB02とSB03の中間部分で検出した小ピットである。長径0．9m、短径0．3m、深さ27cmを測

り、不整円形のプランを呈す。建物を成す柱穴の可能性があるが、対応するピットを確認出来なかった。

中心部上層から土師器の餐破片（17－1）が出土している。35cmの口径を測る大賓で、体部は張ら

ない。外面には荒い斜め方向の刷毛目が施され、内面は荒いヨコ削り調整である。奈良e平安時代の

所産と考えられる。

PO225（第17図）

C2グリッドのSB03を切る形で検出したピットで、不整楕円形のプランを呈す。深さは33cmを

測り、土師器の杯破片（招－3）が1点出土している。口径11．8cm、器高3．2cmを測り、底部を欠くが

やや膨らむものと思われる。へラ等で削った痕が見える。全体に赤色塗彩される。
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0　　　　　　　　　　　　　1m

」一＿＿⊥＿一L＿＿l　＿i　　　　　　　　＿i

籠讐糸0225
L＝4．5m

雪空r
P0202

1．黒褐色土
2．黒褐色士（砂礫含む）
3．暗黄灰色砂質土

L＝4．5m

竃㌃
PO225

1．黒褐色土
2．黒褐色土（1より明るい）
3．暗灰黄色砂質土

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「－－1－・il

第17図　主要ピット実測図（遺構S＝1：30　遺物1：3）

PO514（第17図）

A5グリッドの南壁に接して検出したピットである。約1m分の検出になるが、底面は3つに分か

れる。南の調査区外へ広がる。

上層から嚢の口縁部（17－2）が出土している。「く」の字状に口縁が開き、内面に刷毛目調整が見

られる。外面の調整は風化のため不鮮明である。奈良◎平安時代の所産と考えられる。対応する柱穴

は確認できなかった。
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第18図　SEOl実測図（遺構S＝1：40　遺物S＝1：3）

5．井戸（第18～25図）

SEOl（第18図）

調査区の東側で検出した井戸で、

円形プランを呈し、径2．5m、深さ約

1．3mを測り、底レベルは標高3．0m

に至る。基盤の荒砂層まで掘り込ま

れ、湧水する。

井戸側等の施設は検出しなかった

が、中層（5層）内に人頭大の礫が

数点出土している。井戸が廃棄され

た後埋められたものか、石組みの石

が壊された後に残ったものと考える

こともできる。断面は漏斗状を呈し、

5層以下（下層）には粘質土が堆積

する。5層下面で一度掘り返された

可能性がある。SEOlが位置する

調査区東側では、同時期の井戸と思

われる遺構を数カ所検出している。

埋土からは須恵器片、土師器の破

片とともに青磁の破片が出土してお

り、中世末の井戸と考えられる。図

化できたのは高台の欠損した土師器

の皿1点（18－1）のみである。

SEO2（第19図）

SEOlの南で、SD02に遺構

の東部分を切られる形で検出した遺

構である。さらにSE02は古い遺

構であるSD04を掘りこんでい

る。長径2．6m、短径2．0mの楕円形

プランを呈し、深さ1m弱を測る。

井戸枠等は検出されなかったが、径6cm・長さ90cmの竹筒が1本砂礫層に刺さった状態で出土して

いる。底のレベルは3．30mに至り、荒砂層の底から激しく湧水する。

埋め土に土師質土器片を多く含むことから、中世から近世初頭にかけての井戸と考えられる。

出土遺物（第20図）1は鈍い稜を持つ複合口縁の嚢で、口縁端部に面を作る。肩部のヨコ刷毛目の

間に刺突文が施される。小谷2期に相当する（6）。2．3は布留式系の土師器嚢で、外反する口縁端部に
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面を作る（7）。

これらの聾は古墳時代前期前

葉の範中に入るものであり、S

E02が掘り込まれているSD

04からの流れ込みと考えられ

る。

SEO3（第21図）第19図

D9グリッドの北壁近くで検

出した遺構である。北側は調査

区外になり、約半分の調査にと

どまったが、径3．0m程の円形の

プランになると考えられる。西

側の上面は授乱により削平され

ている。深さ1．0mの堀方で、断

面は逆台形をなす。底レベルは

標高3．76mに至り、砂礫層から

湧水する。

拳大から人頭大の礫が多く出

土する下層の壁側に礫が積み重

なっている。石組みの井戸と考

えられるが、はっきりとした組

み方ではなく、一部崩れたよう

になっており、廃棄後上層の礫

が埋められたと考えられる。

遺物は図化できるものがな

かったが、須恵器と土師器、赤

色塗彩された土師器の破片が出

土している。奈良・平安時代の

井戸と考えられる。

S EO4（第22図）

調査区のほぼ中央で検出した

遺構で、半円形のプランをなす。

北側の上半分を擾乱で失ってい

るため、推定で径3．4mの規模に

9㌔
／

ノ

1．黒褐色土（砂礫含み固い）
2．黒褐色土（1層より暗くソフト）
3．黒褐色土（ソフト）
4．黒褐色土（3層よりやや砂質）
5．黒褐色土（地山シルト混）
6．灰黄褐色士（マダラ）
7．暗褐色土
8．黄灰色土（地山シルト混）
9．黒褐色士（他山シルト混）
10．灰黄褐色土
11．黒褐色枯質土
12．黒褐色粘質土（ソフト）
13．黒褐色粘質士（ソフトで粘性強）
14．黄灰色土
15．黒褐色砂質土
16．暗灰黄色土（マダラ）

0

第19図　SEO2実測図（S＝1：40）
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10cm

L ll l1　－　i i

第20図　SEO2出土遺物実測図（S＝1：3）

第21図　SEO3実測図（S＝1：40）

－　21－

1．黒褐色士（砂礫多く含む）
2．黒褐色士（1層より明るくソフト）
3．黒褐色士（褐灰色細砂含む）
4．黒褐色士（地山シルトブロック含む）
5．黒褐色士（4層より暗い）
6．藁灰色砂質士
7．灰褐色士（マーブル状）
8．暗灰黄色士
9．暗灰黄色士（8層より暗い）
10．灰黄色士
11．暗灰黄色土（黒褐色士．地山シルト混）
12．灰黄色砂質士

2m

L＿▲　l　－l i　　　　　　　」



なるものと考えられる。深さは

約1mで、底面のレベルは標高

3．40mに至り、砂礫層の底から

激しく湧水する。

井戸枠等は検出されなかった

が、断面の観察から築造時の裏

込士と思われる混濁した土層が

見られ、基盤の砂層がもろく崩

れやすいことから、何らかの施

設があったものと考えられる。

覆土からは高台付須恵杯◎土

師器嚢の他、竃の庇部分などが

出土している。奈良時代の井戸

と考えられる。

出土遺物（第23図）‾‖ま輪状

つまみの付く須恵器蓋である。

天井部は回転削り、口縁にかけ

ては回転ナデ調整を施す。8世

紀前半に相当する。2は土師器

の嚢である。口縁は逆「ハ」の

字状に外反し、口径22．6cmを測

る。3は移動式竃の庇部分であ

る。外面には成形時の指ナデの

痕が強く残る。8cmの庇長で、

胴部との接合部から剥離してい

る。

S EO5（第24図）

SE04の西で検出した遺構

で、長径3．Om e短径2．4mの楕

円形プランを呈す。深さは50cm

を測る。中央部が径50cm、深さ

65cmのピット状に落ち込んでお

り、ピットの形に合わせて、水

溜め施設と考えられる曲げ物が

埋設されていた。腐食が著しく、

ズ

1．黒褐色土（砂礫多く含み固い）
2．黒褐色土（1層よりややソフト）
3．黒褐色土（小炭化物若干含む）
4．黒褐色土（3層と同じただややソフト）
5．暗灰黄色砂質土（黒褐色土ブロック混）
6．暗灰黄色砂質土（5層より砂粒多い）
7．黄灰色砂質土（ザラザラでもうい）
8．暗灰色砂質土
9．黄灰色砂質土（ややソフト）
10．灰黄砂質土（藁灰色地山砂と黒褐色の混合）

0 2m

l　】l l　，！　　　　　　　　！

第22図　SEO4実測図（S＝1：40）
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　10cm
illll；　　＿＿＿－］

第23図　SEO4出土遺物実測図（S＝1：3）

埋土とともに崩れてしまった。この曲げ物の中には角礫が埋没しており、廃棄時に埋まったものと思

われる。遺構の最深部の底レベルは標高3．36mに至る。荒砂層まで掘られ、湧水する。

遺物は赤色塗彩の土師器坪や須恵器の破片、また、製塩土器の破片などが少量出土している。これ

らから概ね奈良時代の遺構と考えられるが、断定はできない。

S EO6（第25図）

Al Oグリッドで検出した井戸で、SD03の東肩を切って振られている。径2．0～2．4mの楕円形

プランを呈し、U字型の堀方である。深さ1．0mを測るが、上面を擾乱により削平されている為、実際

にはもっと深かったと思われる。砂礫層の底から湧水が認められる。

遺物は須恵器と土師器の破片がわずかに出土しているが、図化できたのは2点のみである。いずれ

も奈良時代の所産である。1は口径16．6cmを測る須恵器の蓋である。2は口径15．2cmを測る土師器の

皿である。体部はやや膨らんで立ち上がり、口縁は緩く外反する。内外面に赤色塗彩される。

6．不明遺構

SXOl（第26図）

Allグリッドで検出した、径1．8m・深さ15cmを測る遺構である。半円形の土坑になるが、北側半

分を擾乱により失っており、また、上層も擾乱により削られているため、実際の規模と形状は不明で

ある。南に「A・BllGr土器溜り」が接する。底面近くの黒褐色土（1層）から、土師器の小皿

が4枚と古銭が出土している。土坑墓の可能性が考えられる。

出土遺物（第27図）1は口径10．9cmを測り、出土した4枚の皿の中では一番大きいものである。体

部は直線的に開き、軽軽成形によるナデ痕が残る。2～4は口径7．5～7．8cm、底径4．2～4．4cm、器高

1．9～2．1cmを測る小皿である。輯軽成形によるナデ痕がよく残り、4の底部はナデによる段を成す。

いずれも精製された胎土で、底部は回転糸切り離しである。これらの土師器皿は16世紀前後のものと

考えられる。5は古銭である。12枚くっついたままの形で出土している。紐でつないで埋めたものか。

かなり腐食が進んでおり、切り離す段階でもろく破損する危険があるため、2枚ずっの6分割するに
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止まった。文字等は判別し得なかった。

出土した土師器皿から、時期は中世末と考えられる。

7．土坑（第28～39図）

SKOl（第28図）

SEOl・02の間で検出した遺構で、径2．0m・深さ70cmを測る。SKOlはSD02に遺構の東

側ほとんどが切られるため、全体の規模・形態は不明であるが、円形を呈するものと考えられる。断

面は逆台形で、深さ80cmを測る。底レベルは標高3．68mで荒砂層まで掘り込まれるが、底面から湧水

は認められない。

埋土からは土師器の破片がわずかに見られるのみで、時期は決定できない。素堀の井戸とも考えら

れる。

1．褐灰色土
2．黒褐色土（固い）
3．黒褐色土（小炭化物若干含む）
4．黒褐色士（褐色強い）
5．黒褐色土（ややソフト）
6．黒褐色土（褐灰色砂ブロック混）
7．暗灰黄色砂質土
8．暗褐色土
9．暗褐色砂質土（黒褐色土ブロック混）
10．暗灰黄色砂質土
11．黒褐色土（固い）
12．黒褐色土（ややソフト）
13．黒褐色土（ソフトで粘性中）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

第24図　SEO5実測図（S＝1：40）
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2m
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、ヽ

1．暗褐色土（砂礫含む）
2．暗褐色土（1層よリソフト）
3．黒褐色土（粘性中）
4．黒褐色粘質士（3層よリソフト）
5．黒褐色粘質士（砂粒含み粘性強）
6．暗褐色マダラ土（黒褐色土，地山シルト砂粒がブロック）
7．暗褐色マダラ土（6層より暗くソフト）
8．黒褐色マダラ土（ソフトで粘性中）
9t黒褐色マダラ土（7層より混合があいまい）
10．黒褐色秒質土

」」　　　　　　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

♂0　10cm！，．，，l　　　　　　！

第25図　SEO6実測図（遺構S＝1：40　遺物S＝1：3）
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SKO2（第29図）

E12グリッドのSE02の西

で検出した円形の土坑で、径約2．0

m、深さ80cmを測る。断面は逆台

形をなし、底レベルは標高3．62m

まで掘られ、現底面から湧水する。

井戸枠等は検出しなかった。

下層には粘質土が堆積し、埋土

からは須恵器と土師器の破片がわ

ずかに見られるのみで、時期は決

定できない。古墳時代前期前葉の

溝と考えられるSD05の一部を

切っている。素堀の井戸か？

SKO3（第30図）

B5グリッドで検出した土坑で

ある。長径5m弱、短径1．8mの楕

円形プランを呈し、深さは20cm前

後と浅い。、中央部分を後世の遺構

SK07に切られているため、本

来の形状を掌握できない。2つの

士坑が重複している可能性も考え

られる。

北側の上層から、弥生時代後期

前葉の小型鉢（31－1）が完形で

出土している。土坑墓の可能性が

考えられる。北にあるSK08と

規模e形がよく似ているが、SK

08からは遺物がほとんど出土し

ておらず、関係づけることは出来

ない。

弥生時代後期前葉の遺構と考え

られたが、覆土から、弥生時代終

末から古墳時代前期前葉にかけて

の土器片が多く出土しており、古

墳時代前期前葉にかけて埋まった



遺構と考えられる。すぐ北にあるS

D13と同時期と考えられる。

出土遺物（第31園）吊ま弥生時代

後期前葉（松本Ⅴ－1様式（8））の小型

鉢である。口径9．6cm、器高9．5cmを

測り、全体に黒色を呈している。口

縁には2条の凹線が施され、頸部に

は径2．5mmの穴が2ヶ所対になって

穿たれる。やや上に最大胴部径が来

ており、2条の凹線に区画された幅

6mmの中に半月状の刺突文が帯状に

巡る。外面の調整はヨコ方向のへラ

ミガキ、内面は頸部以下胴上半部ま

でヨコ方向の削り、下半部は削りの

後ヨコミガキによって削りが消され

ている。2は弥生時代後期前葉の餐

底部、3は古墳時代前期前葉の賓で

ある。立ち気味の口縁端部に平坦面

を作る。射ま単純口縁の嚢である。

SK03の遺物として採り上げた

が、出土位置からSK07に入る可

L＝4．0m、＼　　　　　で＝ア　Q∈ヨ　．a Cヨ

‾＼⊥

1．黒褐色土（ややソフトで粘性あり）
2．暗灰黄色粘質土（黒褐色士ブロック混）

0　　　　　　　　　　　　　1m

Ll－＿l＿」lI

第26図　SXOl実測図（S＝1：30）

「ll：ll‾「l‾＝l‾《

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i l l l li　　　　　　　」

第27図　SXOl出土遺物実測図（S＝1：3　古銭は1：2）

－　26　－

0　　　　　　　　　　5cm

j l ll．I　　－：



1．黒褐色土（砂礫含みtしまっている）
2，黒褐色土（砂礫．地山シルトブロック含む）
3．黒褐色土（黒褐色士と地山がブロック状に混合）
4．黒褐色土（ややソフトで粘性中）
5．黄褐色砂質土
6．藁灰色砂箪士

0 2m

11，l l i　　　　　　　　」

第28図　SKOl実測図（S＝1：40）

能性がある。

0

十黒褐色士
2A．黒褐色士（やや粘質）
2日．黒褐色土（2A層より暗い）
3A．黒褐色士（やや粘質．ややソフト）
3B．黒褐色士（ややソフト）
4A．黒褐色粘質士

4B．黒褐色粘質士（4A層より暗くソフト）

2m一一
第29図　SKO2実測図（S＝1：40）

SKO4（第32図）

調査区の南西隅で検出したため、一部のみの調査に留まった。全体の遺構の形状は溝になるのか土

坑になるのかはっきりせず、部分の検出であるため土坑とした。地山は黄灰色の砂層で崩れやすい。

巾は検出時で最大2．0mを測るが、深さは25cmと浅く、断面は皿状を呈す。西の調査区外で深くなる可

能性も考えられる。

遺物は須恵器と土師器の小片がわずかに見られる程度で、時期は決定できない。

SKO5e O6（第33図）

南北方向に並列して検出した。布掘状の土杭である南側は調査区外に展開する。

SKO5．06とも検出長3m強、巾45cmでステップ状の平坦部からピット状に落ち込む。ピット

部分は径1．3m、深さ74cmを測る。2つの遺構のピットは対応する位置関係にあり、それらのピット間

は3．0mを測る。一見、布堀状建物跡のように見え、ピット中心を通るラインを長軸とすると、南北方

向でN－240－Wを指向する。ピット状の部分が柱穴とすれば、ステップ部分は壁体の跡になる可能性
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第30図　SKO3実測図（S＝1：30）
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1，黒褐色土（砂礫含み．粘性弱）
2，黒褐色砂質土
3，黒褐色砂質土（地山砂多い）
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第31図　SKO3出土遺物実測図（S＝1：3）

ているための混入遺物と考えられる。

が考えられる。

遺物は弥生土器。須恵器e赤色塗彩された

土師器などが若干出土しているが、いずれ

も小破片で図化できるものはなかった。

SKO7（第34図）

弥生時代前期前葉の遺構である、SK0

3の中央部分を切って掘り込まれている。

径2．0mの円形プランを呈す。深さは50cm程

度で、底面からの湧水などはなく、廃棄土

坑と考えられる。西側の肩部をSK09に切

られる。

埋土から高台付須恵杯や土師器嚢の破片

が出土しており、奈良時代後半の遺構と考

えられる。弥生時代後期前葉の土器片数点

と石器が出土しているが、SK03を切っ

出土遺物（第35図）1㈲射ま弥生時代後期前葉の嚢である。3～4条の凹線が施される日録は、上

方に拡張し、射ま下方にも拡がる。いずれもススの付着が見られる。5．6は土師器皿の底部である。

底面にはナデの指圧痕が見られ、内外面に赤色塗彩される。奈良時代の所産と考えられる。7は銀杏

の莫型をした石器で、片面を磨いて刃を付けていることから、磨製片刃石斧と考えられる。8は砥石

の割れたもので、4面を使用している。

SKO8（第36図）

SK03の北で検出した遺構で、長径約4．Ome短径1．3mを測る。深さは20cmで不整楕円形のプラン

を呈すが、北側と南側がやや膨らんで落ち込む。SD13の東部分を切り込んでいる。形態的にはS

K03に似ている土坑であるが、出土遺物はほとんどなく時期も性格も判別しがたい。

SKO9（第37図）

SK07に隣接して検出した土坑で、SK07の一部を切っている。円形のプランを呈し、堀方は

鉢状になる。径2．5me深さ60cmを測る。下層の12層に黒褐色土の11層がSE05と同様径40cm、深さ

12cmのピット状に落ち込んでいる。深さはSEO5ほど深くなく、曲げ物などの施設もないため、井

戸とは断定できないが、その可能性は捨てきれない。

遺物は土師器の破片がわずかに見られる。弥生土器片も若干見られるが、おそらくSK03からの

流れ込みと思われる。

出土遺物（第38園）吊ま須恵器の蓋で、高広Ⅲ－B期に相当する（9）。2は須恵器坪の底部で、切り離
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Lは回転糸切りである。高広Ⅳ－B期に相当する。
かすがい

3の鉄製品は、鉛または平釘の折れ曲がったもの

と思われる。

これらの遣物からSK09は、8世紀末から9

世紀始めにかけて埋没したものと考えられる。

SKl O（第39図）

西側の北壁近くで検出した遺構である。6．0

mx4．6mの規模になる土坑で、北の調査区外へ広

がるものと思われる。全体のプランは隅丸方形で

あるが、1層の暗灰黄色土を掘り取り、暗褐色土

を掘り下げていく段階で、長さ2．5～2．8m、幅1～

1．5m、深さ70cm前後の5つの楕円形の落ち込みに

分かれる。何度か掘り直された跡が土層の観察か

ら窺え、掘り直しによって広がったと考えられる。

「落ち込み4」から「5～3」と順次掘り直され、

「落ち込み1」を最後に廃棄され、埋められたもの

と考えられる。西側の「落ち込み2」は土層の観

察から北側と南側で2つに分けられる。東側にあ

る「落ち込み」より以前に掘られたものと思われ

る。

遺物の多くは、遺構の東側で出土しており、特

に「落ち込み1．3」の上◎中層からの出土量が

多い。「落ち込み1」からは高台付須恵杯や皿、赤

色塗彩された土師杯などがほぼ完形に近い状態で

出土している。接合出来なかった破片もビニール

袋［26cmx38cm］2袋分になる。

遺構の性格は不明であるが、おおよそ平安時代

の廃棄土坑と考えられる。

SKl O出土遺物（第40。41図）

1．黒褐色士（砂礫多く含む）
2．暗童灰色砂質士（ザラザラ）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　＿＿」＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿l　　　　　　　　！

第32図　SKO4実測図（S＝1：40）

第40区‖巨》7は須恵器で、おもに遺構の東側上層から出土している。1．2は蓋で、吊ま輪状、2

は宝珠状の摘みが付くものと思われる。3は高台付の杯で、回転糸切りの底面中央に「×」印の線刻

が施される。高広Ⅳ－B期に相当する。4～6は高台を持つ皿である。底面はいずれもナデ調整で、

確の日録は薄く外反し、見込み内はやや摩滅しており使用されていたことが窺える。7は短く外反す

る目線の賓である。8は襲または壷の底部で、平行タタキの後、弱いカキメを施す。
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第40図9～20は赤色塗彩された土師器の坪で、底面を除いて全体に塗彩されている。20は高台を持

っ。精製された胎土で焼成も良好である。口径11．6～12．8cm、底径7．0～9．0cm、器高3．3～3．7cmを測

る。体部は直線的に立ち上がり、端部を丸くおさめる。輯軽成形のナデ痕がよく残る。底部はほぼ平

坦であるが、9．10はややふくらむ。13．17の底部は回転糸切り後ナデ調整が施される。他の坪も切

り離し後のナデ痕がよく残り、14．16．19のように凹凸をなすものもある。10．12．16．の底部には

板状工具によるナデ調整が見られる。11の口径は13．9cmとやや広く開き、12は10．7cmとやや小型で口

縁端部が弱く外反する。

第40図21～25は赤色塗彩された土師器の皿で、口径13．1～13．6cm、底径9．6～10．3cm、器高2．0～2．4

cmを測る。25は高台が付き、口径17．8cmを測る。

これらの土師器は概ね9世紀前半代のものと考えられる。

第41図1．2は土師器の賓である。「く」の字状に目線が開くもので、1は口径33cmを測る大型品で

ある。

翔帽】
〔つ

ヽ

1．黒褐色土（砂礫含み固い）
1′．黒褐色土（地山シルト混）
2．黒褐色土
3．黒褐色土（砂礫多く．地山シルト混）
4．黒褐色土（砂礫多く．地山シルト混）
5．暗灰色砂質士
6．黒褐色砂質土

第33図　SKO5・06実測図（S＝1：60）
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1

1

1

1

1

1

1．黒褐色土（砂礫多く含む）
2．黒褐色士（1層より大きな砂礫含む）
3．黒褐色土（1層より明るい）
4．黒褐色砂質土
5．暗灰色砂質土
6．暗褐色砂質土

第34図　SKO7実測図（S＝1：40）
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第35図　SKO7出土遺物実測図（S＝1：3）
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第36図　SKO8実測図（S＝1：40）

0　　　　　　　　　　　　10cm

ト，，．．l i

享 0　　　　　　　　　　5cm
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第38図　SKO9出土遺物実測図
（S＝1：3　鉄は1：2）

また、製塩土器が出土している。

すべて破片であるが、かなりの数

量（ビニール袋［26×38cm］×2袋

分）になる。ほとんどの個体が2

次焼成を受けている焼塩土器であ

る。胴部過半を欠くものばかりで

あるが、底部は砲弾状を呈するも

のと考えられる。3は全体的に薄

作りで口縁端部を尖らせるもの

で、内外面ともにナデっけ痕が顕

著に見られる。内面は布目をナデ

消した可能性もある。堵～9は器

壁が厚いもので、埠，5．9は日

録端部を丸くおさめる。6．7．

8は上面に平坦面を作るものであ

る。いずれも成形時のなでつけ痕

が残る。7とBは小豆色の粒子を

含む胎土で、形状も類似している

ことから同一個体の可能性があ

る。10は径2言cmを測る土錘であ

る。

これらの遺物のうち、40－16．

19．21．22は「落ち込み1」から

出土している。40－9と射－10は「落ち込み2」から、

40－日．細が「落ち込み3」から、40－2．日が「落ち

込み4」から出土している。

の。土器溜り　第亜～郷国∋

Cll G r土器溜り（第42図）

Cllグリッドで第5層である包含層を掘り下げていく

段階で検出した土器破片の集まりである。11グリッドは、

黒褐色土が堆積している場所で、約3．Omx2．0mの範囲

で土器が集中して出土した。

南側のBllグリッドは裡乱によりそのほとんどが削り

取られた状況である。擾乱の南側の包含層からは、「Cll
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Gr土器溜まり」と同様の土器が多く

出土していることから、本来地山のレ

ベルが低くなっている部分で土器が集

まって堆積したものと考えられる。下

層部分は10cmほど落ち込んでいる。

遺物は嚢を中心に壷e高杯e低脚杯◎

器台などの古式土師器が出土してい

る。ほとんどは小谷2期（草田7）の

ものである。小谷3期に入る遣物も若

干見られる。また、畿内布留式賓系の

単純口縁嚢も何点か見られる。SDO

3．04の最終埋没時期と同時期と考

えられる。

Cll G r土器溜り出土遺物（第43～

46図）

第43図　年～5は複合日録細頸壷で

ある。口径23～25cmを測る。口縁端部

はいずれも外方に広がって平坦面を持

つが、3は玉線状に肥圧する。5を除

いて頸部に羽状文が刺突された後、中

央に沈線が巡る。3．∠自こは羽状文の

下段にも沈線が施される。さらに3の

肩部には、ハケ原体による刺突文が施

される。この刺突文は上段がやや長い

が、4のように下段が長いものもある。

外面の調整は、ヨコ方向の刷毛目で、

／ノ
／了「‾

／

／

五＼＼
1

！

卜

1．黒褐色土（砂礫多く含み．固い）
2．黒褐色土（地山砂含む）
3．黒褐色土（2層よリソフト）
4．黒褐砂質土（黒褐色土と地山砂の混合）
5．褐灰色砂箪土
6．黒褐色土（砂礫多く含む）

7．黒褐色土（砂礫少ない）
8．黒褐色土（7層より暗く．ソフト）
9黒褐色砂箪土
10．黒褐色砂質土（砂粒多く含む）
11．黒褐色土
12．黄灰色砂質土（無褐色土ブロック混）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l－　」＿＿＿＿」＿＿＿＿」＿＿⊥一　　　　〕

第37図　SKO9実測図（S＝1：40）

1の胴部には荒く短い斜め方向の刷毛目が点在し、下半の調整

は不鮮明であるが、所々ススが付着している。頸部内面に指ナデ痕が認められ、頸部以下ヨコ方向の

削りが施される。

これらの壷は松山編年の小谷2期に相当するものと考えられる（10）

第44凋5図　は複合口縁の賓である。器壁は一様に厚作りで、口線幅はやや短くなる。45－1～苺

は口径17～18cmを測る賓で、45－5は口径23．2cmのやや大型品である。端部には平坦面を持つが、朋

－7～45－5は外向きに面を作り、外方にやや肥厚する。複合日録の稜は鋭く突出するもの（朋－3

～7．4512～4）もあるが、いずれも形骸化している。外面は胴上半部にヨコ方向の刷毛目調整で

あるが、弱いタテ刷毛目の残るもの（姻－3．8．9、45－3．4）がある。内面はやや下がった位

置からの削り調整であるが、堵5－射こは指圧痕が見られる。掴－3．確．5．相の肩部にはハケ原体
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26

1．日昌灰黄色土（ややソフト粘性弱）
2．暗褐色士（固い）
3．黒褐色土（2より黒褐色土多く含む
4．褐灰色土（ソフト粘性中）
5．褐灰色土（黒褐色土合む）
6．黒褐色土（粘性弱）
7．褐灰色粘質土（ソフト粘性中）
日，褐灰色士（ソフト粘性中）
9．暗褐色土（粘性弱．秒ブロック混）

10．褐灰色土（ややソフト粘性中）
11．暗褐色士（9層に似る）

SKlO上可…：禁書禁書ご誌雷㌣強）
14．灰色秒
15．褐灰色粘冥土（ソフト粘性強）
16．灰色秒質土
17．黒褐色土
18．掲灰色土（ややソフト粘性中）
19．福灰色土（ややソフト．粘性中）
20．褐灰色土
21．褐灰色粘質土

22，褐灰色砂質土
落ち込み18　23，褐灰色土（ややソフト粘性弱）

24．褐灰色士（23よリソフト．粘性中
25．褐灰色砂質土

落ち込み1b書写溜琵琶空霊琵孟「近い）
28．褐灰色砂質土
29．灰色砂質土（粘性強）
30．黒褐色土（固く．粘性弱）
31．褐灰色土（ソフト．粘性中）
32．灰色粘質土（粘性強）

第39図　SKlO実測図（S＝1：60）
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による刺突列点文が施され、3には列点文の下方に緩やかな波状文が巡る。45－7は口縁に沈線状の

凹凸が見られるが、これはナデの痕である。肩部に米粒形刺突列点文が施されており、吉備系布留式

嚢の影響が窺える。小谷3期に相当すると考えられるが、全体に作りが甘く、外来者の手になる可能

性も考えられる（10）。45－8は平底を呈する鉢の底部である。内面に指頭痕が見られ、底面は刷毛目調整

である。

第46図　1～3は布留式餐系の単純口縁嚢である。やや内湾気味であるが、「く」の字状に屈曲す

る。1の端部は上方に引き上げ、2．3は面を持つ。布留1期（7）に相当しよう。46－射ま複合口縁直口

壷で、口縁外面にタテミガキが施される。46－5～7は高坪で、刺突痕αを持つ接合である。師部は

ヘラミガキ調整を施す。46－8は高杯脚部で、裾部に円形透かしが穿たれる。46－9は口径19．4cmを

測る低脚杯である。師部は直線的に低く開く。46－1．川ま鼓形器台である。10は器高13．1cmを測る

が、筒部が接合せず、図面上で合成したものである。他の器台と異なり、赤い橙色を呈し、作りがや

や粗雑な印象を受ける。外来者の手になるものか。1吊ま受部径19．2cm、器高9．7cmを測る。筒部は狭

く、草田7財11）に相当しよう。46－12は砥石である。4面を使用し、鋭い擦痕が認められる。

整理作業中、この砥石と中世末のSDOlから出土した砥石（50－5）が接合し、同一個体である

ことがわかった。SDOlの砥石がSDOlが振り込んでいるSD04からの混入とすると、この砥

石は2つに割れた後、別の場所に破棄されたものと考えられる。2つの砥石の出土地点は15m近く離

れている。研ぎ面が一致することから、割れた後使われることなく破棄されたと思われる（15）。

A e Bll G r土器溜り（第47図）

A。Bllグリッドで同様に検出した、土器破片の集まりである。「Cllグリッド土器溜り」との間は

擾乱によって遺構面ごと削られてしまっているが、本来はCllグリッドから連続して土器破片が堆積

していたものと考えられ、擾乱内で同様の土器破片を多量に収集した。土器溜りは古墳時代前期前葉

に埋まったと思われる、SD03と04のほぼ中間に位置している。地山がやや低くなっている5層

の落ち込み状になった範囲で、土器が堆積したものと考えられる。

遺物のほとんどは小谷2期（草田7）のもので、小谷3期に入る遺物も若干見られる。SDO3◎

04との時期差はほとんどなく、これらの溝が最終的に埋没する段階で、形成されたものと考えられ

る。

出土遺物（第48図）1～7は複合口縁の嚢である。ほとんどの口縁端部は平坦面を持つ松山編年に

よる口縁Ⅲ類（6）に相当するが、3はやや丸みを持ち、吊ま玉線状に膨らむ。口縁の稜は6を除いて甘く

突出する。頸部のやや下がった位置から始まる内面の削りは、肩部まではヨコ方向、以下は斜め方向

になる。外面の調整は横方向の刷毛目が主で、6．7には荒い刷毛目が見られる。また、6の肩部に

はパケ原体による刺突文が施される。2点づっ付けられたように見えるが、1回の刺突によって間が

途切れたように施文されている。この刺突文は一巡しない。いずれの聾も器壁が厚く、胴部下半を欠

いているが、おそらく丸底を呈するものと考えられ、小谷1～2期に相当するものと思われる。Bは

受部径17．8cm、脚部径16．8cmを測り、器高10cmに満たないやや小型の鼓形器台である。脚部内面にへ

ラ描きの線刻が2本並行して施されている。同様の線刻はSD03の鼓形器台（60－5）や高杯脚部
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第41図　SKlO出土遺物実測図2（S＝1：3）

（59－18）にも見られる。制作者の何らかの記号であろうか。9は口径27．4cm、底径19．3cm、器高15．8

cmを測る大型の高杯である。段を有する師部は緩やかに目線が外反し、脚部は低く大きく開く。とも

に端部に平坦面を持つ。脚部の外面は刷毛目、内面は削り調整で、師部は全体に丁寧なナデが施され

る。接合部に径4mm、深さ8mmの刺突痕が確認される。裾部欠損部に円形透かしの痕が確認される。

10は土師器の小皿である。底部は回転糸切り離しで、軽軽成形時のナデ痕が顕著である。SXOlか

ら同種の小皿が出土しており、SXOlが土器溜りを振り込んでいることから、10はSXOlからの

混入と考えられる。

g∴藩状遺構（漂朝田～7雑那

SDOl e O2（第49図）

調査区の東端で検出した溝で、平行して南東方向から北西方向に向かって走っている。この2本の

溝はSKOlとSE02を切っており、さらに古い遺構であるSD04を切って掘られている。巾は

SDOlが1．0～1．6m、SD02が1．4～1．8mを測り、深さはともに60cm程で、逆台形の断面を呈す。

覆土からは須恵器。土師器の破片とともに青白磁の破片がわずかに出土しており、中世の利水目的の溝
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と考えられる。

出土遺物の中には、弥生時代終末から古墳時代前期前葉にかけての土器破片が何点か見られたが、

SDOl．02が切っているSD04からの混入品と考えられる。SDOl．02とも、底面のレベ

ルは北側で標高3．9m前後、南側で4．0m前後と、南から北に向かってわずかに下る。

SDOl。02出土遺物（第50．51図）

50－吊ま弥生時代後期前葉の嚢で、口縁に4条の沈線が施される。SDOlが切っているSD04

からの混入と考えられる。50－2は貼付高台を持つ須恵器杯である。体部外面に2本の線刻が見られ

る。上部が欠損しており、文字としては読めない。何らかの記号であろうか。50－3は須恵器の灯明

皿である。口径10cm、器高2．8cmを測り、口綾部は鋭く外反する。底面は回転糸切り離し後ナデ調整さ

れ、内面の一部には自然紬が付着している。「三田谷I遺跡SDO6（12）」や「湯峠遺跡」において類似

の灯明皿が出土しており、奈良時代後半に相定される。50－5は砥石である。細かな砂岩質で、4面

を使用している。CllGr土器溜まり出土の砥石（堵6－12）と接合した

51－1は複合口縁の嚢である。ヨコ刷毛目調整された肩部に刺突列点文が施される。小谷1期に相

当する。51－2～5は布留式系の単純口縁賓である。いずれも「く」の字状に開き、端部に面を作る。

51－7は須恵器高杯の脚部である。51－6は高台付の土師器で、日録部を欠くが皿になるものと思わ

れる。

SDOlからは李朝の施柚陶器である紛青沙器の皿が1点（50－4）出土している。紬薬は薄く、

やや粗雑な印象を受ける。同様の紛青沙器は「大井谷Ⅲ遺跡」においても報告例がある（13）。SD02か

らは同じく李朝と思われる白磁椀の底部（51－8）が出土している。この白磁椀の底部には、断面に

4ヶ所、高台に1ヶ所鋭い刻み目が見られる。破損後砥石として転用したものであろうか。いずれも

16世紀代の物と思われる。また、刀子状の鉄製品が1点（51－9）出土している。

これらの遣物のうち、51－1～5はSD02が切っているSD04からの流れ込みと考えられる。

50－3、51－6．7もSD02に伴うものではないと考えられる。遺構SDOl。02の埋まった時

期は、ほぼ中世末（16世紀）と考えられる。

SDO3（第52図）

調査区の中央から東の部分で、南北に走る大溝である。次に記述するSD04と同様やや東に向かっ

て湾曲している。巾は最大で6．0mを測るが、北側と南側の東肩は授乱により大きく削られている。断

面は皿状を呈し、深さ90cmを測る。何回かの堀直しが行われ、巾広の大溝となったと考えられる。

遺物の出土状況を見ると、弥生時代中期後葉から後期前葉にかけての遺物を多く出土する下層と、

弥生時代終末から古墳時代前期前葉にかけての遺物を多く出土する上層に分けられる。中心より東寄

りで黒褐色土が溝状に堆積しており、その中で古墳時代前期前葉の土器が列状に密集して出土してい

る。ほとんどは破片であるが、復元可能な個体も多くあり、まとめて廃棄されたものと思われる。遺

物の中には畿内系の布留式系土器も若干見られる。この土器の列状に出土している部分が、最終的に

埋まった溝と考えられる。

土層の観察から、大きく分けてI～Vの掘り直しが行われたものと考えられる。Iの1．2層に草
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第45図　C11Gr土器溜り出土遺物実測図3（S＝1：3）
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田6新～7期（小谷2期）の遣物が集中しており、この落ち込みがSD03の最終段階の溝と考えら

れる。1．2層はその上層に当たるが、上層が後世に削平されていることを考えると、本来の溝の中

では中層に位置するものと思われる。ⅡはIの西側に掘られており、そのうちで何回かの掘り直しが

行われたことが土層から窺える。埋土からの出土はまばらで、遺物は弥生時代終末から古墳時代前期

前葉にかけての遺物がほとんどであるため、Iとの時期差はあまりないものと考えられる。Ⅲ・Ⅳの

段階で弥生時代後期前葉の遺物を含むが、Ⅴは弥生時代後期前葉の遺物を主に含み、弥生時代中期後

薬の土器片が数点見られることから、最初の溝は弥生時代中期後葉に掘削され、後期前葉に埋没した

ものと考えられる。古段階の溝Ⅴはその完掘状況を見るとゆるやかな「S」字状になっており、当初

は溝幅も細く、環濠といえる規模ではなかった可能性も考えられる。その後、時期をおかずしてⅢ・Ⅳ

と掘り直される過程で大溝化したものと考えられる。
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第48図　A・B11Gr土器溜り出土遺物実測図（S＝1：3）
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SDOl
十黒褐色士（砂礫含み．固い）
2．黒褐色士（砂礫．地山シルトブロック少し含む．ややソフト）

3．黒褐色士（2より暗い）
4．黄褐色士（黒褐色土ブロック混）
5．暗褐色士（黒褐色土と地山シルトの混合）

SDO2

1．黒褐色土（砂礫含み．ややソフト）
2A．黒褐色土（1より暗い．粘性弱）
2B．黒褐色土（2Aより暗くソフト）
3．黒褐色土（2より暗くソフト粘性弱）
4．黒褐色士（3より暗く．地山シルト含む．粘性中）
5．黄褐色土（3より明るく．固い）
6．灰黄褐色土

2m
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第49図　SDOl・02実測図（遺構S＝1：80）（土層S＝1：40）
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第50図　SDOl実測出土遺物図（S＝1：3）

第51図　SDO2実測出土遺物図（S＝1：3）
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Sm03出土遣物（第54～60図）

第54図吊ま広口壷の口縁部である。口縁に5条の凹線が施され、内外とも刷毛目調整である。下層

より出土しており、弥生時代中期後葉の壷と考えられる。2，3は弥生時代後期前葉の壷で、橙色を

呈す。拡張した口縁に4条の櫛描き凹線を施し、3の頸部には擬凹線文に区画された中に、細かな波

状文が巡る。草田1期に相当する。4．5は複合口縁細頸壷である。頭部に板状工具の刺突による羽

状文が施される。射ま間に沈線が1条入って有軸となる。刺突文は上段が長く刺突される。頸部内面

には指のなでつけ痕が見られる。5は底部を欠いた状態で、33．6cmの器高を測る。これらの壷は小谷

2期に相当する。6は直口壷の口縁部である。7．8は弥生時代中期後某の賓である。7はタテ刷毛

目調整された胴部に、板状工具の木口による刺突列点文が巡る。8は日録を欠くが、7と同様タテ刷

毛目の上に、小豆状の刺突列点文が巡る。内面胴部下半は削り、上半部には刷毛目と指圧痕が残る。

第54図9～Ⅲ、第55図1～射ま弥生時代後期前葉の嚢である。54－9の肩部には木口による刺突列

点文が施される。55－2の目線はややダレて拡張し、擬凹線も不明瞭である。胴部に小さな刺突列点

文が施される。3．射ま口縁の形状から草田1期に相当しよう。5は拡張した口縁に貝殻複線による

沈線が施される。草田3期に相当する。

第55図6～相、第56図1～7、第57図1～8、第58図1～2は複合口縁の賓である。55－6～8は

全体に器壁が薄く、口縁端部は外側につまみ出す。6の肩部には櫛状工具による波状文が施され、底

部は痕跡的平底になると思われる。これらの賓は草田6期に相当する。9の胴下半部は荒いヨコ刷毛

目調整され、肩部には板状工具による刺突列点文が施される。10は長胴の体部で、上半部は細かなヨ

コ刷毛目、下半部はタテ刷毛目で調整され、内面の調整もそれに対応するように上半部が横方向の削

り、下半部は削りの後指ナデの指圧痕が残る。口縁端部外側にも面を作る。9．相は小谷1期に相当し

よう。

第56図1～5の嚢の口縁はいずれも端部を外側に引き出して面を作るものである。‘‖ま口径13．6cm、

器高14．6cmを測る小型の賓で、やや尖り気味の丸底を呈す。肩部外面にはヨコ刷毛目の後細かな波状

文が巡り、タテ刷毛目調整された胴下半にはススが付着している。内面下半部には指のナデ上げ痕が

残る。また、底部近くには小さな穿孔があり、廃棄時に穿たれたものと思われる。小谷1期に相当す

るものと考えられる。この賓は列状に出土した土器群からやや西にはずれた位置で、ほぼ完形の状態

で出土しており、最終的に埋まった溝Iの前段階の溝の遺物と考えられる。2は口径17．8cmに対して

器高19．1cmを測る扁平な嚢である。類似の土器は「古志本郷遺跡」や鹿島町の「南講武草田遺跡」か

らも出土している。底部は薄く幅広の平底をなす。胴上半部外面はヨコ刷毛目、下半部はタテ刷毛目

が施されるが、底部に向かって消えていく。胴中央部はススにより黒変している。内面は胴上半部が

ヨコ削り、下半部がタテ方向の削りに指頭痕が見られ、底にかけて指でナデ上げられる。底には焦げ

付きの痕が残る。3．射ま18～19cmの口径を測る賓で、体部は球形をなすが、3はやや張った胴部を

持つ。いずれも胴上半部は外面がヨコ刷毛目、内面はヨコまたは斜め方向の削り、下半部は外面タテ

刷毛目、内面はタテ方向の削りに指圧痕が残る。6．7は口縁が肥厚し、端部外側に面を作る。とも

に上半部はヨコ刷毛目調整され、肩部に浅い刺突列点文が巡る。6の底部内面には指圧痕が顕著に見

られる。「姫原西遺跡SK17」から類似の聾が出土している。
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第52図　SDO3実測図（S＝1：60）
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I（1．2．3．4．5．6A．6日）
Ⅱ（7息7A7日．8A．8B．9A．9B．10）
Ⅲ（21．22A．22B．23）

Ⅳ（13．14．15．16．24．25．29）
V（17．18．19．20）

1．黒褐色土（土器片多く含む）
2．黒褐色土（しまっている）
3．黒褐色土（暗褐色土ブロック混）
4．黒褐色土（ややソフト）
5．黒褐色土（4より明るい）
6．黒褐色土（黒褐色土．地山シルトをブロック状に含

む）
6B．暗灰黄色土（6より砂質）
7B．黒褐色土（7Aより明るくソフト）
8A．黒褐色土（暗褐色土ブロック混）
8B．黒褐色土（8Aより明るい）

9A．黒褐色土（砂礫多く含み．固い）
9B．暗灰色砂質土
10．暗褐色土（固い）
11．暗灰黄色土
12．暗褐色土
13．黒褐色土（土器片含む）
14．暗褐色土（暗灰色砂ブロック混．固い）
15．黒褐色砂質土
16．黒褐色土（ややソフト）
17．暗褐色土（暗灰色砂ブロック混）
18．暗灰黄色砂質土（もうい）

2m

」」＿⊥　　　　　　　　　〕　　　　　　　　　＿＿＿＿」

19．灰黄色土
20．暗灰色砂
21．黒褐色土（7層より明るい）
22A．暗褐色土
22B．暗褐色土（22Aより暗い）
23．灰黄色土（やや砂質）
24．暗灰黄色土（黒褐色土ブロック混）
25．暗灰黄色土（24より明るい）
26．灰黄色土
27．灰黄色土（ソフト）
28．暗灰黄色土（ソフト）
29．黒褐色土

24．25層に近い

第53図　SDO3土層図（S＝1：60）

これらの嚢は概ね小谷2期に相当するものと考えられる。

第57匪日日ま肥厚した口縁端部に平坦面を持つ。体部は倒卵形を呈し、丸底をなす。外面の調整はヨ

コまたは斜め方向の刷毛目で、下半部ははっきりしない。肩部には帯状に施された刷毛目の上に板状

工具による刺突列点文が巡る。底部内面には指のナデ上げ痕が見られ、焦げ痕が残る。2は肩部に弱

いタテ刷毛目の後、長さ1cmほどの刺突文を施す。3．射ま口径13～14cmを測り、肥厚した目線が先

細りになる端部に面を作る。体部は球形を呈し、肩部には板状工具による刺突文が簡略的に施される。

外面の調整は底部までヨコ刷毛目が施され、内面下半部には指圧痕とナデっけ痕が見られる。5～7

は口径16～18cmを測る嚢である。複合口縁の稜は甘い作りで、端部は外側に肥厚して面を持つ。5は

板状工具による刺突列点文が、6はへラ描きの沈線が、7は櫛状工具による波状文がそれぞれ肩部に

巡る。内面頸部直下の削りが始まる部分に指圧痕が見られる。5には肩部にも指圧痕とナデっけの痕

が見られ、それは外面の刺突文に対応しているようである。8は短く肥厚する口縁で、タテ刷毛目の

後につけられたヨコ刷毛目の上に、長さ1．4cmの刺突文が施されるが周巡しない。

これらの嚢は概ね小谷2期に相当するものであるが、8は小谷3期に入る可能性がある。

第58園吊ま小谷2～3期に入ると思われる賓で、器壁が厚く、ダレた稜の作りである。頸部内面に

指圧痕が見られ、外面には刺突川点文を施す。2は口径22cmを測る中型の嚢で、小谷2期に相当する。
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第54図　SDO3出土遺物実測図1（S＝1：3）
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害毒書章＝≡評 3

第55図　SDO3出土遺物図実測2（S＝1：3）
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第56図　SDO3出土遺物実測図3（S＝1：3）
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第57図　SDO3出土遺物実測図4（S＝1：3）
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第58図　SDO3出土遺物実測図5（S＝1：3）
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第59図　SDO3出土遺物実測図6（S＝1：3）
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第60図　SDO3出土遺物実測図7（S＝1：3）
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3～5は内傾する複合日録の聾である。いずれも口縁端部に面を作る。3の肩部には、ヨコ刷毛目の

上に木口による刺突列点文が施される。6点のみで、周巡しないものと思われる。4の肩部には、風

化のため不鮮明であるが、波状文の痕跡が残る。いずれも球形の体部を呈するものと考えられ、小谷

2期に相当しよう。6．7は布留式嚢系の単純日録をなすもので、6は端部を薄く上方に引き上げ、

7は「逆ハ」の字状に外反する。8は長く外反して立ち上がる口縁の賓で、外面はタテ刷毛目の後ヨ

コなでられる。布留1期併行のものと思われる。9はミニチュアの嚢である。内面は肩部を強くへラ

削りされ、その外面には指圧痕が見られる。手づくね成形のような雑な作りで、祭祀用の土器と考え

られる。10は小型丸底壷と思われる。口縁部を欠損する。体部はそろばん状に張り、底部はやや尖り

気味の丸底である。精製された土器で、外面には横方向の丁寧なへラミガキが施され、内外とも赤色

塗彩される。1吊ま口径約30cm、器高22cmを測る大型の鉢で、口径に比して器高が低い。器壁が厚く、

口縁は肥厚して端部に面を作る。径9cmを測る平底の底部外面は刷毛目調整される。胴部中央部はヨ

コ刷毛目、下半部はタテ刷毛目が施される。内面は胴上半部は横方向の削りで、下半部はタテ方向の

削りであるが不明瞭になる。胎土はやや脆く、浅黄橙色を呈す。小谷2期に相当するものと思われる。

第59図吊ま鉢と思われる目線．の破片である。口縁端部が肥厚して拡張する。内面は削り後ナデ調整

され、外面は漆塗りされる。弥生時代後期前葉のものと思われる。SD03の旧溝下層より出土して

いる。2は土師器の肩部破片である。内外面とも刷毛目調整であるが、外面にはタタキの痕跡が見ら

れる。庄内系の賓であろうか。3は底径7．4cmを測る底部で、内面にミガキが施される。4．5は胴下

半部で、射ま丸底、5は扁平な平底になる。器壁は薄く、指圧痕が認められる。5は56－2のような

賓の底部と考えられる。6～9は土師器の杯である。6は口径13cm弱で、薄い器壁の体部は内湾して

立ち上がる。内面の調整は細かな刷毛目で、見込み中心が窪み薄くなっている。杯の中心に穴を開け

脚を接合する制作途中のものであろうか。7Ⅰ8は口径10～11cm、器高4cmを測る同型状の坪で、体

部は内湾して立ち上がる。外面は、7が刷毛目の後ナデ、Bはミガキの後ナデ調整される。底部は削

り後ナデ。9は器高2．4cmと浅い小型の杯で、外面は刷毛目と指圧痕が見られ、内面はへラミガキ調整

される。精製された白っぽい胎土で、畿内系の影響が窺える。10～12は高杯の師部、13～18は脚部で

ある。10は口径22cmを測り、外反する口縁の内外面は細かいヨコミガキ、体部内面はタテミガキが施

される。脚との接合は円盤充填法である。桐の体部は直線的に立ち上がり、外面は細かな横方向のミ

ガキ、内面は縦方向のミガキが施される。脚との接合部は刷毛目調整される。12の師部は浅く直線的

に開き、内外面ともミガキの後ナデ調整される。脚との接合は円盤充填によるものと思われる。胎土

は荒く砂粒を多く含み、畿内系の高坪と考えられる。13㍉臓の脚部はラッパ状に開き外面には細かい

刷毛目が見られる。相の裾部には、径1cmの円形透かしが3～4方に施される。坪との接合部には刺

突痕αが見られる。15はやや小型の脚で、外面を磨き調整する。16は「ハ」の字状に開き外面は刷毛

目、内面はナデ調整する。「古志本郷遺跡I」に類似する高杯があり、畿内系の高杯と考えられる。17

は裾部が低く開くもので、円形の透かしが穿たれる。内外とも刷毛目調整され短い脚の上には、椀状

の小型杯が乗るものと思われる。精製された胎土は赤い色調で、杯との接合法も在地のものとは異な

ることから、他地域からの搬入品と考えられる。18の内面には、2条の平行する沈線が線刻される。

同様の線刻は、第3次調査区SD23出土の低脚杯脚部「小山遺跡第3地点第3次調査報告書」（31－
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7）や本調査区A e BllGr土器溜り出土の鼓形器台脚部（48－8）にも確認され、いずれも脚部

の内面に施されている。19～2吊ま口径17．6～19．3cmを測る低脚杯で、師部は緩やかに内湾しながら浅

く開く。2吊ま風化が著しく調整が不明であるが、19は縦方向のミガキが、20は内外ともヨコ刷毛目の

後タテミガキが施される。22匹23は小型の低脚杯である。内湾して立ち上がる体部はミガキ調整され

る。2射ま口縁部と脚端部を欠いているが、その形状は、「第3次調査区SEOl」出土の低脚杯（＝－

2）に類似する。25は低脚坪の脚部である。

これらの土器は概ね小谷2期の範噂に入るものと思われる。そのうち、16．23は最終段階の溝Vの

下層より出土している。

第60匿日日2は器台の受部で、1の日録には4条の凹線が施され、全体に赤色塗彩される。2の内

面はへラミガキ調整される。溝の下層から出土し、松本Ⅴ－2様式に相当する。3．射ま鼓形器台の

受部と脚部である。内外面に赤色塗彩の痕跡が見られる。草田2期に相当する。5～10は筒部の狭まっ

た鼓形器台である。いずれも、受部径20cm前後、器高10cm前後の大きさで、縮まった器形になる。器

壁が厚く、8Ⅰ9の筒部は鋭角に屈曲する。脚部内面はいずれも削り調整である。受部内面にはミガ

キが施される（7．8．10）が、削りの後ナデ調整するもの（9）もある。5の脚部内面には先述の

2本の平行する線刻が見られる。また、10の脚部には円形の透かしが穿孔される。これらの器台はい

ずれも小谷2期に相当するものと考えられる。日は短めの注口である。12は種別不明の土製品とした

が、半球状に成形した凸部に径4～7mmの穴が穿たれる。片面には削りのような面があり、襲または

鉢の取っ手ではないかと思われる。13は種のような形をした土製晶で、上層から出土している。長さ

3．6cm、幅2．8cm、高さ2．6cmの大きさで、片方の側面には溝が作られ、底部には丸い小さな凹みがあ

る。非常に写実的に作られており、一見桃の実のような形をしている。種とすれば実物大になると考

えられる。桃の種は井戸などの水に関わる祭祀においてよく用いられるものであるが、この土製品が

桃の種を模したものかどうかは分からない。このような土製品は他に類例が知られず、判別しがたい。

相は敲き石である。表裏とも中央部に打癌痕が見られる。両端に敲き痕があり、側面をミガキに使用

したのか擦痕がわずかに見られる。

SDO4（第61図）

調査区の東端で検出した溝状遺構で、中世の溝であるSDOl．02に遺構の一部を切られている。

巾2．8～3．5m、深さ80cmを測り、逆台形の断面を呈す。

覆土からは、弥生時代終末から古墳時代前期前葉の土器が、中層から下層にかけて出土しているが、

その出方はSD03のように密ではなく、まばらに点在する状況である。弥生時代中期後葉から弥生

時代後期前葉にかけての土器も出土している。

SDOl。02に切られるため埋土の堆積状況が不明な部分があるが、土層の観察から最低4回の

堀直しが行われたことが窺われる。Iが最初に掘削され、その後、弥生時代終末から古墳時代前期前

葉にかけてのⅡ→Ⅲ→Ⅳと掘り直され、最終的にVの段階で埋まったものと考えられる。

大溝のSD03から約15m東に位置し、SD03に併行するように、緩やかな「S」字状を呈し、

やや東に向かいながら南北に走っている。道路を挟んだ20m程北にある、先に調査された四絡30号

ー　61－



第61図　SDO4実測図（S＝1：60）
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1．黒褐色土（砂礫多く含む）
2．黒褐色土（1より明るい）
3．黒褐色土（砂礫少し含み．黄褐色土ブロック混）
3′．黒褐色土（3より明るく．黄褐色土ブロック多い）
4．黒褐色土（小炭化物若干含む）
5．黒褐色士（黒褐色土ブロック混）
6．暗褐色土（5より明るく．砂礫少ない）
7．灰黄褐色土（黒褐色土と地山シルトの混合）
7′．黄褐色土（7より明るい）
8．黄褐色土（7より暗い）

9．暗灰黄色土（砂礫含み．黒褐色土ブロック混）
10．褐色土（砂粒．黒褐色土ブロック含む粘性中）
11．暗褐色土（地山ブロック混．しまっている）
12．暗褐色土（11より明るく．砂礫多く含む）
13．灰黄褐色砂質土（ザラザラ）
14．褐色土
15．灰黄色砂質土（ザラザラ）
16．暗灰黄色砂質土（藁灰色土ブロック混．砂粒多い）
17．黄褐色土（しまっている）

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第62図　SDO4土層図（S＝1：40）

外1線道路改良工事に伴う発掘調査（第3次調査）区で規模e形態の類似する溝状遺構SD23を検出

した。SD23はやや北西方向に傾いて走っており、SD04はSD23につながるものと考えられ

る。この大溝を「環濠」と考える根拠ともなっている。

Sm04出土遣物（第63◎64図）

第63図　吊ま弥生中期後葉の賓である。頸部にパケ原体による刺突文が巡る。頸部内面はヨコミガ

キである。2は松本V－1様式に比定される嚢で、内外面に赤色塗彩が施される。3～7は複合日録

賓で、3．4は口縁に2．3条の凹線が巡る後期前葉の嚢である。5は細く外反する口縁で草田5期

に相当する。5．6は口線幅がやや狭くなり、端部に平坦面を持つ賓である。外面調整はヨコ刷毛目
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第63図　SDO4出土遺物実測図1（S＝1：3）
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音胴1は顎

第64図　SDO4出土遺物実測図2（S＝1：3）

で、7の肩部には幅8mmの弱い波状文が施される。6．7とも内面の削りはやや下がった位置から始

まる。8は内傾する口縁を持つ嚢で、肩部に刺突列点文が施される。これらのうち、6～Bは小谷1

～2期に相当しよう。9は大型の壷の胴部で、頸部以上と底部を欠く複合日録の細頸壷である。胴部

最大径32．2cmを測る。頸部から肩部にかけて2条の沈線に区画された中に刺突文が巡る。外面の調整

は胴上半部が横方向、下半部が縦方向の刷毛目で、内面は横方向の削りが施される。

第64図　1～射ま布留式餐系の単純日録嚢である。2の口縁は大きく外反し、1．3．4の端部に

は面を作る。外面に荒い刷毛目が施され、色調は浅い黄橙色を呈す。5は賓の下半部で、丸底に近い

が平底の痕跡が残る。内面には削りと指圧痕が認められる。弥生時代終末に相当しよう。6は弥生時

代後期前葉と考えられる寮の底部で、器壁がやや薄い。7，Bは高杯の脚部である。7の外面にはミ

ガキが施され、径1．2cmの透かしが3方に穿たれ、Bにも円形穿孔の痕跡が見られる。9は低脚坪で、

師部上半部を欠く。脚部内面にへラ描きの沈線が1条施されている。相は鼓形器台で、底径18．0cmを

測る。受部端部を欠くが、器高は低いものと思われる。5，6を除いて小谷1～2期に相当するもの

と考えられる。
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4m

SDO6

十黒褐色土（砂礫含み，固い）
2．黄灰色士（ややソフト）
3．暗黄灰色砂質士（もうい）

L＝4．5m

C‾

lニーl）「

SDO5

1．黒褐色士（砂礫含み．固い）
2．黒褐色土（1よりやや明るい）
3．暗黄灰色砂質士（もうい）
4．黄灰色土

L＝4．5m

－C′　B－

0　　　　　　50cm
と　．．．．」

1．．．．！　　　！

第65図　SDO5・06実測図（遺構S＝1：120　拡大図e士層図　S＝1：30）
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これらの遣物のうち、63－1．5．

7。は溝の下層から出土している。

SD05。06（第65図）

SD04の西で検出した南北に走

る細い溝状遺構である。約16m分を

調査した。北壁近くで合流する形に

なる。SD05は巾0．6～0．9m、深

さ40cmの規模で、底レベルは標高

3．90m前後になり、南北ほとんど変

わらない。SD06は南側になると

一部擾乱によって消失するが、南壁

近くでわずかに底面が検出された。

巾0．5～0．7m、深さは30cm程と浅く、

「U」字状の断面を呈す。底のレベル

は標高3．95m前後と、南北ほとんど

変わらない。南側の上層は揆乱によ

り削平され、底面の一部が残る。

SD05が2又に分かれる東側の

溝の上層からは古式土師器の壷が1

個体出土している。口縁をやや下に
第66図　SDO5出土遺物実測図（S＝1：3）

向けた状態で出土した。胴部が破損しているが、破片は体内に残っており、完形品の上部が押しつぶ

されたものと思われる。全体のプロポーションは神原神社古墳土器埋納坑出土の壷に類似している。

出立遺物（第66園）　頂の古式土師器の壷は、口径16．0cm、器高35．4cmを測る。直口の目線はやや外

反気味に立ち上がり、端部に平坦面を持っが、神原神社古墳出土の壷程には張り出さない。体部は倒

卵形を呈し、最大胴部径はやや上方に位置し、27．8cmを測る。径6．0cmを測る平底を成すが、正立はし

ない。底面には刷毛目が残る。底部外面にはススが付着し黒変している。胎土は精緻な粘土を使用し、

浅黄色を呈す。外面の調整は胴部上半が横方向、同下半は縦方向の刷毛目が施される。内面は頸部以

下横方向の削り、底部に指頭痕が多く残る。また、胴部下半には指でなでつけたような痕が見られ、

肩部内面の一部に指頭痕が認められる。調整法は外面と内面で対応しているようである。小谷2期に

相当するものと考えられる。

SDO7（第67図）

SD03の西側で検出した幅広の浅い溝状遺構で、北に向かうと擾乱により消失する。約9m程の

長さを検出し、南の調査区外へ続くものと思われる。北側の轢乱で消失する手前で、2筋になってや

や西に屈曲する。巾2．0～2．5m、深さ20～40cmを測り、北の底レベルは標高4．4m、南の底レベルは
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4。2mと北から南へわずかに下っている。覆土には土

師器の破片が少量含まれるのみで、時期は不明であ

る。SA02のピットが掘り込まれている。

方向としては、N－150－Wに走っており、これは

SB O4．SI Olの軸に一致している。しかし、

本調査区では同方向の溝状遺構は他に検出されてい

ない。

⊂〕

N
≡］

十黒褐色土（砂礫多く含み．砂ブロック混）
2．黒褐色士（2より暗く．ややソフト）
3．黒褐色士（2より明るく．砂礫少し含む）
4．暗褐色士（砂ブロック含み．ザラザラ）
5．灰黄褐色土（黒褐色土と地山シルトがブロック状に混合）
6．黒褐色土（砂礫多く含み．固い）
7．暗褐色砂質土（黒褐色土．ブロック混）

0　　　　　　　　　　1m

」　　　⊥
第67図　SDO7実測図
（遺構S＝1：80　土層S＝1：40）

SDO8◎09（第68図）

調査区の中央で南北に並行して走る浅い溝状遺構

である。

SD08は巾は0．8～1．6m、深さ10～40cmを測り、

SDO8．09とも北側は後世の削平により細く浅

くなる。北側の底レベルは4．35m、南側の底レベル

は標高4．13mと、北から南へ向かって下る。

SD09は巾0．4～1．2m、深さ20～30cmを測る。

底レベルは標高4．3m前後である。SD08から須恵

器の杯底部（7115）が出土している。底径8．8cmを

測り、回転糸切り後無調整である。奈良◎平安時代

の溝状遺構と考えられる。

しかし、SD09からは土師器の破片がわずかに

見られるのみで、時期を決定する資料に乏しい。S

DO L　02と同軸方向に走る。SDO8．09の

東にはSE04が掘られ、西にはSE05が掘られ

ている。SE05の西、SAOlの南側にあるSK

O7．09も同時期の遺構と推察される。SDl O

の南北方向と同軸になるが、南側でSDlOに切られ

る。

SDl O（第69図）

調査区の中央部から南から北に向けて「く」の字に屈曲して走る溝状遺構である。SDO8．09

を切って東西方向に走り、A4GrのSK05の北で方向を北西に向きを変えて走る。巾0．8～1．2m、

深さ約30cmを測り、「U」字状の断面を呈す。上面は後世にかなり削平されており実際はもっと深かっ

たと考えられる。南北方向はSDO L　02、SDO8．09．14と同軸になる。底レベルは標高

4．25m前後で南北変わりない。

古墳時代初頭の土器片が数点見られるが、いずれも混入と思われる。上層から須恵器の小型杯（71
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－1）と高台付き杯（71－2）が、重なって出土

している。7世紀後半から8世紀にかけてのもの

と思われる。奈良時代の区画的な溝と考えられる。

このSDl Oで囲まれた内側には多数のピットを

検出したが、再現できた建物はS B04のみで

あった。また、井戸と思われるSE05やSKO

7．09があるが、これらはSDl Oよりやや時

代が下るようである。

遣物は須恵器と土師器が出土している。71－1

は須恵器の小型杯である。器壁の厚い体部は内湾

して立ち上がり、日録に至って薄くなる。底部は

へラ切り離し後、板状工具によってナデ調整され

る。71－2は高台付の須恵器杯で、体部はやや内

湾気味に逆「ハ」の字状に立ち上がる。底部は回

転糸切り離し後、無調整。吊ま出雲6期、2は出

雲7期に相当する。7瑠－3はミニチュアの鼓形器

台の脚部である。小谷2期に相当するものと思わ

れ、径1cmの円形透かしが穿たれる。胎土は精製

されたものであるが、在地産と考えられる。内面

に赤色塗彩の痕跡が見られる。71－射ま複合日録

の賓で、日録端部は肥厚して面を作る。小谷2期

に相当しよう。

SDll　◎．12（第70図）

11グリッドの地山がやや落ち込んでいる範囲で

検出した細い溝状遺構で、「CllG r土器溜り上

「A。BllG r土器溜り」をはさむ形で南北に走

る。遺物はほとんどなく時期を断定Lがたいが、

SD12から砥石（71－6）が1点出土している。

SDO5．06と形態◎方向が類似しているため、

同時期の遺構の可能性が考えられる。層序から土

器溜りより新しいものと考えられる。

Sn12は巾0．6～1．3m、深さ30cm前後の規模

で、断面は「U」字状を呈す。底レベルは、標高

4。10mの北から3。90mの南に向かって下る。

Snllは巾0．7m、深さ30cmを測り、底レベル
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SDO9

1．黒褐色士
2．黒褐色砂質士

2m

SDO8

1．黒褐色士
2．黒褐色士（1より砂質）
3．章灰色砂質土
4．暗灰黄色砂質士

」」＿一．I！　　　！

第68図　SDO8・09実測図
（遺構S＝1：120　土層S＝1：60）



の標高は3．78mで、南と北で高低差はない。SBOlのピットに掘り込まれる。

2つの溝とも南側を擾乱により上面が削平され、底面のみが検出できた。

SD13（第72図）

C4．5グリッドで検出した浅い遺構で、巾2．Ome深さ30cmを測る。断面は浅い皿状を呈す。東側

は後世の削平により消失し、西側はSI〕10◎SKl Oにより切られている。南側の壁も一部擾乱に

より壊されているため、全体の規模◎性格を把握しかねる。土坑とも考えられるが、東西方向に長く

延びており、溝状遺構とした。

溝の中央部で土師器の破片がややまとまって出土している。弥生時代終末から古墳時代前期前葉の

土器で、その中には当地では出土例の少ない＊①ヮイングラス状土器（73－5）も含まれている。出土

遣物から、SD13は古墳時代前期前葉に埋没したものと考えられる。

SD03からは約17m西に位置している。この間に弥生時代の遺構は無く、同時期の遺構としては、

SK03がSI〕13の南で検出されるのみである。

第69図　SDlO実測図（遺構S＝1：120　土層S＝1：60）
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出土遺物（第73図）1～3は複合口縁の嚢で、

1の口縁端部は外方へ弱く引き出し、2．3は引

き出した端部に面を作るものである。いずれも草

田7期に相当する。射ま頸部から胴部にかけての

土師器賓の破片で、外面はタテ刷毛目の後ヨコ方

向の刷毛目調整が施される。5はワイングラス型

の高杯師部である。内湾して立ち上がる体部は口

縁に向かって器壁は薄くなり、端部に面を作る。

口縁径11．3cmを測り、しっかりした作りである。

外面の調整は下半部に横方向の細かなミガキ、中

央部まではヨコミガキの後タテ方向のミガキが施

される。内面は細かなヨコ刷毛目調整である。脚

部を欠いているが、円盤充填法による刺突痕αが

見られ、在地の土器と考えられる。形状としては

丹後系の高坪に類似する。西谷4号墓出土のグラ

ス型土器に似ているが時期が異なり、直接の関係

は兄いだせない。このほかに遣構外からやや小型

のワイングラス型の土器（76－13）が1点出土し

ている。6は鼓形器台の脚部片で、底径23．6cmを

測る。7は高杯の脚部で、裾拡がりに開くもので

ある。精製された胎土で、畿内系高杯の流れを汲

むものと考えられる。8は低脚杯の脚部である。

9は扁平な円礫で、四方を打ち欠いて凹みを付け

た痕があり、石錘として使われたものと思われる。

ll t t

ll tl
tl ll

SD11

0　　　　　　　　　　　　　　4m

SDlヰ（第74図）

調査区の欄で検出。た、浅い溝状遺構である。L霊言串γ■とし＝攣‾囁「

幅0。7m、深さ10cmを測る。南北方向に走り、その

方向はSDO8．09．10と同軸になる。部分

的に擾乱を受けており、肩が不明なところがある。

南側は擾乱を受けて消失する。

遣物は土師器片がわずかに見られ、製塩土器片

（74－1）が出土している。口径12．4cmを測り、口

＊①　古志本郷遺跡e勝負遺跡などで出土している。山陰東

部e北陸地方によく見られるカップ状土器の流れを汲む

ものか。

L芸誉妄7‾竺
SD12
十黒褐色士（ややソフト粘性弱）
2．暗褐色士（ソフト粘性中）
3．暗灰黄色士（ややソフト）
4．灰黄色士（ややソフト）

SD11
1．黒褐色土（石礫含み．固い）
2．暗褐色士（ややソフト）
3．黒褐色粘質士（ややソフト）

2m

第70図　SD11・12実測図！‥　▼　言　　　j
（遺構S＝1：120　士層S＝1：60）
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縁端部上面に櫛状の刻み目が見られる。奈良◎平安時代の遺構と考えられるが、1点のみの遺物で、

時期を決定する資料にはなり得ない。

SD16（第75図）

SD03の東で検出。巾1．2～2．0m、深さ30cmと浅い溝状遺構である。断面は皿状を呈す。南側は

擾乱により消失している。時期は土師器破片がわずかに出土するのみで断定できないが、北壁土層の

観察により、SD03の25e29層を振り込む形であるため、SD03の古段階より新しいと考えられ

る。新段階との切り合いは擾乱により不明なため、SD03の最終段階と同時期に存在していた可能

性がある。その上には全5層が堆積しており、層序から考えるとSD03と同じ弥生時代終末から古

墳時代前期前葉にかけての溝と思われる。

遺構外出土遺物（第76～78図）

第76園吊ま塩町系の嚢である。やや赤い黄褐色を呈し、在地産と考えられる。爪痕状の刺突文が、

頸部と凹線で区画された肩部に施文される。一部刺突文をナデ消した痕跡が見られる。日録内面はへ

ラミガキ調整である。やや拡張した口縁には3条の弱い沈線が巡る。目線の形状は松本Ⅳ－2様式に

相応するが、内面の削りが頸部直下まで上がっていることから、中期後葉から後期前葉にかけてのも

のと考えられる。

第76図2～6は複合口縁の聾である。2の目線端部は外方に引き出した上面に平坦面を作る。稜は

甘く、外面はヨコ刷毛目が施される。内面はヨコ削りの後なで上げた痕が一部見られる。草田6期新

段階に相当するものと考えられる。3の目線端部は外方にやや丸みを持って屈曲する。器壁は厚く、

体部は球形になるものと考えられる。胴部が最大になる外面には荒いヨコ刷毛目が、その上には細か

10cm

第71図　SDO8elOつ2出土遺物実測図（S＝1：3）
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6はSD12
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73－7

1．黒褐色（砂礫．土器片含む．粘性弱）
2．黒褐色（地山秒混）
3．黒褐色秒質土（黒褐色土温もうい）
4．暗黄灰色砂質土

L＝4．5m

第72図　SD13実測図（S＝1：60）
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なヨコ刷毛目が施される。確の日録は稜の作りが甘く、強いヨコナデ痕が見られる。肩部に細かなヨ

コ刷毛目の上に櫛状工具による細い波状文が緩やかに巡る。内面の削りはやや下がった位置から始ま

り、肩部に指圧痕が認められる。この指圧痕は外面の波状文の位置に合致している。2．3は草田7

期（小谷2期）に相当しよう。5は短く内傾する口縁の端部外側に面を持っものである。6は直立す

る口縁で、端部は5と同様外側に面を作る。肩部外面にはタテ方向の後ヨコ方向の刷毛目が施される。

7は単純口縁の賓で、「く」の字状に開く口縁端部に面を持つ。布留1期段階のものと考えられる。B

は底径3cmを測る、小型の餐または壷の底部である。外面にススが付着している。9は土師器の底部

で、鉄鉢状の尖底を呈する。Dllグリッドの5層が落ち込んだ包含層から出土しており、「CllGr土

器溜り」に近い。器壁は厚く、精製された明るい胎土で、硬質に焼成されている。内面には指圧痕が

見られる。ナデ調整された外面に、半月状の細い線刻が描かれている。半月の一端は線が交差してい

る。何らかの記号であろうか。このような土器は、出雲平野においては他に類例が無く、3．4世紀

の韓式土器に類似した底部を見ることが出来る。瑠0は外反して開く、直口壷の口縁部である。腑ま頸

部から胴下半部までのもので、頸部の屈曲部に沈線が巡る。内外ともタテ方向の刷毛目調整で肩部内

嚢三一‾

－－一一一一‾一

第73図　SD13出土遺物実測図（S＝1：3）
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面には指圧痕が残る。弥生時代中期後葉の壷と思われる。

12は丸く胴が張った小型の賓で、口縁部と底部を欠く。底

部には接合痕があり、脚または台が付くものと考えられる。

外面の調整は全体に細かなへラミガキがかけられ、中心部

に斜め方向の刷毛目が施される。一部ススが付着している。

内面は削りに指圧痕が見られる。13はワイングラス型土器

である。器壁は薄く口縁端部はやや上方に屈曲する。内外

面とも風化が著しく、調整がはっきりしないが、内面上半

部にはナデによる指圧痕が残る。底部を欠くが、脚が付く

可能性が考えられる。類似する土器は、「山持川川岸遺跡土

器群3」、「古志本郷遺跡C区SD16．17」、東出雲町の

「勝負遺跡SIO5」、鹿島町の「南講武草田遺跡」からも

出土しており、本調査区においても、これよりやや大型の

ワイングラス型土器がSD13から出土している（73－

5）。

第77区日日ま土師器の高杯である。杯部は緩やかに内湾し

て立ち上がり、口縁端部は玉線状に屈曲する。脚部外面に

はタテ方向のミガキが施され、杯との接合は円盤充填法に

よる。2～6は鼓形器台である。2は縦長の受部である。

内外面ミガキ調整され、3は口縁端部を欠くが、開き気味

の受部で、一部に赤色塗彩の痕が残る。日録と筒部に擬凹

線文が巡る。2．3は松本Ⅴ－2様式に相当する。4～6

は古墳時代前期前葉に入るもので、5は厚い器壁で、胎土

も赤いことから、搬入品の可能性がある。6は器高10cm未

満の低い器台で、脚部に円形の透かしが四方に穿たれる。

受部の内外面にはへラミガキが施される。7は甑型土器の

突帯部分と思われる破片である。外面はヨコ刷毛目、内面

は削りの後ナデが施される。突体部分にはナデの痕がよく

残っている。Bは壷または賓の取っ手である。へラ等で成

形し、ナデっけられる。全体に赤色塗彩の痕が見られる。

第77図9～17は須恵器である。9～13は蓋で、9．10は

擬宝珠状、招～13は輪状の摘みが付く。9は高広Ⅳ－B期

に比定される。1吊ま7世紀末から8世紀初めにかけてのも

のと思われ、他は概ね8世紀後半から9世紀前半の範疇に

入るものと考えられる。欄ま口径11．5cmの返りを持つ小型

の杯で、底部はへラ切り離しである。15は内湾して立ち上
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2．黒褐色砂質士

0　　　　　　　　　1m

L．l　＿⊥　　」

！，，．．　j　　　　　　　＿＿　」

第74図　SD14実測図
（遺構S＝1：80　遺物S＝1：3）
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L＝4．0m

1黒褐色士（ややソフト粘性弱）
2．暗灰黄色土（黒褐色士ブロック少し含む）
3．黄褐色土（黒褐色士ブロック．少し含む）
4．暗黄灰色土（ややソフト）

0 1m
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第75図　SD16実測図
（遺構S＝1：80　土層S＝1：40）

がる体部で、口縁は小さく屈曲する。底部は回転

糸切りである。相は7世紀中葉、15は8世紀中葉

に相当しよう。16．17は高台の付く坪で、底部は

回転糸切り離しである。9世紀前半に相当するも

のと考えられるが、16は石見系の所産と思われ

る。

第78区＝恒軸7は製塩土器である。主に調査区の

西側で出土している。破片のみで、ビニール袋

（26cmx38cm）1袋分になる。‘‖ま口径11．5cmを測

り、口縁端部は尖り気味に内湾する。外面には指

圧痕が、内面には布目痕が残る。布目はきめ細か

く、絹布を使用したものと思われる（14）。2は薄い

器壁で、口縁端部を丸くおさめる。内面には指圧

痕が見られず、布目をナデ消した可能性がある。

3．射ま目線円端部を丸くおさめ、内外面ともナ

デ痕が顕著に見られる。3は胎土に小豆色の粒子

を多く含む。5．6は口径10cm強を測り、口縁端

部に平坦面を作る。7はやや尖り気味の口縁端部

で、器壁が薄く、緻密な精製土を用いている。こ

れらの製塩土器はいずれも底部を欠損している

が、砲弾状を呈する焼塩土器と考えられる。同様

の製塩土器は第1～3次調査区においても検出

している。8は厚さ5cm弱の土器破片である。断

面は三角形を呈し、1面には削りが施される。移

動式竃の庇部分と思われる。9は破片であるが、

移動式竃の底部と考えられる。外面にタテ刷毛

目、内面は荒い削りが施される。相．日は土製支

脚の受部、12は脚部で、底部は半円形に削り込ん

で成形される。13は径2cm弱を測る土錘である。

相は鞘の羽口破片である。推定で径7．5cmになる。15は長さ7．1cm、幅2．6cmの鉄製品である。平釘の折

れたものであろうか。16～相は砥石である。17は5面を使用している。きめ細かな材質で、仕上げ用

の砥石と思われる。18は硬質な堆積岩を用いている。
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音別 二十千二‾

第76図　遺構外出土遺物実測図1（S＝1：3）
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二両千千千：

第77図　遺構外出士遺物実測図2（S＝1：3）
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第78図　遺構外出土遺物実測図3（S＝1：3）
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第4車　窓　藍　め

まず、遺跡の変遷を通して各時期の様相について、これまで調査された第1～3次調査区と併せて

述べる。

弥生時代～古墳時代前期前葉（第79図）

この時期を遣物から見ると、松本Ⅳ－2様式の弥生時代中期後某から松本Ⅴ－1様式の後期初頭、

草田1◎2◎3期の後期前葉から中葉、草田6◎7期の終末から古墳時代前期前葉に大別される。草

田5期の後期後葉はわずかに見られたが、草田4期の遣物は検出しなかった。また、中期後葉を遡る

遺物は検出しなかった。

遺構としては、中期後葉から後期前葉にかけて掘削された溝状遺構SDO3◎04がある。本調査

区出土の中期後葉の遺物のほとんどはこの溝の下層で検出している。SD03と04はその後何回か

掘り直されながら継続して機能し、いずれも古墳時代前期前葉に埋没している。特に、SD03は最

終段階の古墳時代前期前葉の構内中央に土器が一括廃棄され、その様相は古志本郷遺跡や天神遺跡の

「環濠」と考えられる溝状遺構の出土状況に類似している。SD03の東側で同方向に走る浅い溝のS

D16は擾乱に破壊された部分が多いが、SD03の掘り直し時に掘られ、埋まった跡ではないかと

思われる。CllGr土器溜り、A◎BllGr土器溜りは、古い遺物を含まず、ほとんどが小谷1◎2

期の遺物（3期に入るものも若干ある）ことから、SDO3◎04の最終段階と同時期と考えられる。

位置的にはSD03と04の間であるが、土器の出土密度が低いSD03の北側であるDGrでは土

器溜りはないことなどから、SD03に集中廃棄された遺物が流れ崩れて地山の落ち込んだ部分に溜

まったとも考えられる。

SD03と04の間には方向を同じくするSD05。06の細い溝が振られている。SD05から

は神原神社古墳土器埋納坑出土の壷に類似した土器（66－頂）が出土しており、やはり前述の遺構同

様古墳時代前期前葉にあたると考えられる。

調査区の西側で確認できた遺構はSKO3（土杭）とSD13（溝状）のみである。いずれもほぼ

SD03。04の最終埋没時と同じ古墳時代前期前菜と考えられる。SK03からは後期前葉の土器

（31－1）が完形で出土しており、土坑墓の可能性が考えられるが、古い遺構が掘り返されたものと思

われる。他に当該期の遺構はなく、SD03より西は集落の外になる印象が強い。

奈良◎平安時代（第79図）

古墳時代前期後半から後期の遺構は検出されず、第3次調査区で古墳時代後期の土坑SK18を検

出したのみで、出雲平野の他の遺跡同様に集落の断絶が見られる。

SDl Oからは終末期の杯（7瑠一頂）が出土しているが、遺構としては奈良e平安時代に入るもの

である。溝は他にSDO8．09があり、いずれも農業用水目的の溝と考えられる。この時期になっ

て本遺跡は再び盛隆期を迎えたと言え、第1～3次調査区同様遣物◎遺構とも検出数が多くなる。
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第79図　小山遺跡遺構変遷図（S＝1：500）
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調査区の中央部で井戸4基と3

つの土坑を検出した。奈良時代に

S E04。05。06が作られ、

SK07が掘られている。その後、

平安時代にかけてSE03とSK

l Oが掘られている。廃棄坑と考

えられるSKl Oからは、須恵器

の皿や赤色塗彩された土師器の

杯⑳皿、製塩土器などがまとまっ

て出土しており、生活の豊裕さを

感じさせる。

また、本調査区では4棟の掘立

柱建物を検出したが、それらはす

べてこの時期のものである。小型

の柱穴のSB Olとやや大型の柱

穴を成すSB02は倉庫跡と考え

られ、SK且0と共存していたも

のと思われる。SI OlはSB0

2との切り合いから、それよりや

や下ってSB04と同時期にあた

る。墨書土師器を出土する柱穴を

持っSB03は、SKl Oより前

に建てられたものと思われるがそ

の時期差は少なく9世紀代と考え

られる。その他建物にはなり得な

かったが、検出したほとんどの

ピットは概ね当該期に掘られたも

のと思われる。

中世末（第79図）

10－世紀以降、14世紀まで遣物◎

遺構とも検出されず、本遺跡では

集落の衰退期であったのであろう

か。蔵小路西遺跡では朝山氏の居

館跡に比定される遺物◎遺構が確

認されており、中心は他所へ移動

した可能性も考えられる。

SDO2　SDO3

第2次調査

（平成9年度）

第4次調査

（平成12年度）

1区

第1次調査〔1～3〕
（平成6年度）

2区

×網かけは弥生時代～古墳時代前期前葉

50m

第80図　小山第3地点遺跡遺構配置図（S＝1：1000）
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15e16世紀代になって、生活の痕跡であるSEOl。02と素堀の井戸と考えられるSK02が現

れる。これらの井戸は第3次調査区で検出した中世末の井戸と同じ地下水脈に沿って揺られている。

SE02の後SDOl．02の並行する溝が掘られるが、いずれも農業用水用の溝と考えられる。当

該期の建物跡は検出しなかったが、土坑墓ではないかと思われる不明遺構SXOlがある。また、第

3次調査区では区画溝が何本も掘られており、耕作地e居住区とも計画的な土地利用がなされていた

と思われる。16世紀後半（近世）以降、明確な遺構はなく、埋土の様相から耕作地の状態が続いたも

のと考えられる。

小山遺跡第3地点遺構配置図（80図）

これまでの調査によって中心部の南北約200m間の様相が明らかになってきた。本遺跡におけるもっ

とも繁栄した時期は遺物◎遺構の数から奈良e平安時代であるといえる。遺跡全域に展開しており、

墨書土器（第1e3◎4次調査）やへラ描き土器（第1次調査）などを出土することから官街施設の

存在を窺わせる。第4次調査区は遺構◎遺物の検出密度の高さから、当該期の位置的中心にあたると

考えられる。しかし、官衝に比定される明確な資料はなく、集落の範囲内にとどまるものと思われる。

ただし、調査区の西側へ遺跡が展開することが推察され、その存在を考慮する必要がある。

本遺跡では弥生時代から古墳時代にかけての環濠と思われる溝状遺構を合計6条検出している。そ

の検出状況を表1に表した。

表1

溝状 遺構 調 査 区 幅 （m ） 深 さ（cm） 底標 高 （m ） 時　　　　 期

S D O l 第 2 次 1．20以上 60～70 3．76 弥生 時代後期前葉

S D O　2 第 2 次 2．40～3．00 7 0 3．84 弥生 時代後期前葉

S D O　3 第 2 次 3．00 6 0 3．92 弥生 時代 中期後菓 ～後期 前菜

S D 2　3 第 3 次 3．30 8 0
3．74 （旧）

3．72 （新）

弥生 時代後期前 葉

弥生 時代終末 ～古墳時代 前期前葉

S D O 3 第 4 次 6．00 80～90
3．70 （旧） 弥生 時代 中期後 菓～後期 前葉

（土器 廃棄） 3．85 （新） 弥生 時代終末 ～古墳時代 前期前葉

S D O 4 第 4 次 2．70～3．50 7 5～80 3．60
弥生 時代 中期後 菓～後期 前葉

弥生 時代終末 ～古墳時代 前期前葉

これらの溝は、幅が第4次のSD03を除いて、幅。深さe底レベルも同程度である（SDOlは

調査区隅での検出幅）。断面も逆台形で、環濠の様相を呈している。これらの溝のうちSD23（第3

次）とSDO4（第4次）は、規模◎方向◎時期ともに符合し、同じ溝と考えられる。SD23とS

D04をつなげた溝とSDO3（第4次）は平行して右にやや弧を描くように走っており、弧の内側

になる第4次調査区の東側の微高地上に集落の中心が展開していたものと考えられる。

SD23（第3次）．sDO3．04（第4次）とも、弥生時代中期後葉から後期前葉にかけて掘削

されていることから、第2次調査区の溝と同時期に存在していたと考えられる。その後、第2次調査

区のSDOl．02．03は埋没したが、SD23（第3次）。SDO3．04（第4次）は、弥生時

代終末から古墳時代初頭まで継続し、古墳時代前期前葉に廃棄されたものと思われる。あるいは、ま

た、第3◎4次調査区の溝（SD23◎03e O4）は旧溝段階では第2次調査区の溝とつながって
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おり、後の掘り直しにより経路が変わった可能性も考えられる。

このように遺跡の形成の早い段階で数条の溝が掘削され、そのうちの何本かが掘り直され継続して

使用され、しかも、古墳時代初頭ほぼ同時期に一様に溝が廃棄され、終息していくという様相が、古

志本郷遺跡◎下古志遺跡◎天神遺跡など、出雲平野の遺跡では共通して見られる。その理由について

は未だ不明であるが、そこには何らかの政治的e社会的要因が関わっているものと考えられる。

本遺跡より直線距離で約0．5km南に位置する蔵小路西遺跡では、旧自然河道から弥生時代前期の土器

が出土しており、その初現は本遺跡よりかなり早い段階である。第3次調査区において古墳時代後期

の土坑（SK18）の混入遺物としてではあるが、松本Ⅲ－1様式の嚢破片を1点検出しており、区

域によっては中期中葉に遡る可能性もある。

四絡遺跡群の形成と発展は矢野遺跡を拠点として形作られたものであるが、初段階では点的に拡散

し、密接に関わり合いながらもその発展には少なからず差異を持っと思われる。今後とも四絡遺跡群

の形成については多方面からの調査が必要と思われる。
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出雲市教育委員会『市道四絡30号外1線道路改良工事に伴う小山遺跡第3地点発掘調査報告書（第3次発掘調査）』2002
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Ⅲ丑遺物観察蓑（止器）
挿 図

番 号
図版 出土地 点 種別 器　 種

法量 （単 位 ：cm ）
形 態 ・調 整 の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

7 －1 2 3 S IO l 須 恵器 坪 10 ．6 8 ．2 2 ．7
回転 糸切 り

回転 ナデ
灰色

7 －2 2 3 S IO l 須 恵器 杯 12 ．0 8．8 4 ．6
回転 糸切 り後、ナデ

回転 ナデ
灰色

7－3 2 3 S IO l 須 恵器 坪
（底 部） 16 ．2 8 ．3 回転 ナデ 灰色 微 砂粒含 む 高台 付

7 －4 2 3 S IO l 土 師器 坪 11 ．8 7 ．3 3 ，6 回転 ナデ 外 ／橙 色

内／明 赤褐色
密 赤色塗 彩

7 －5 2 3 S IO l 土 師器 婆 3 3．2
外／荒 い縦 刷毛 目

内／ 削 り
外 ／橙 色

内／灰 褐色
微砂 粒多 く含 む 頸部 にス ス

7 －6 2 3 SIO l 土 師器 襲 28 ．7
外／荒 い縦 刷毛 目

内／ 削 り
にぷ い黄 橙色 微砂 粒多 く含 む

7 －8 2 3 SIO l 弥生 土器
高 塀

（坪部 ）
22 ．0 口緑 に 4 条 の擬凹線 にぷ い黄 橙色 微砂 粒若干 含 む 赤 色塗 彩

1 主1 2 4 SB O 2 －P 2 須恵 器 坪 13 ．2 回転 ナデ 黄 灰色 密

1 ト2 24 SB O l－P l 土師 器 杯 12 ．1 回転 ナデ 明 赤褐色 密 赤 色塗彩

13 －1 3 7 SB O 2 －P 2 土師 器
j不

（底部 ）
8 ．2 糸切 り後 、ナデ

外／ 橙色

内／ 明赤 褐色
密 赤 色塗彩

墨 書

13 －2 SB O 2 土師 器 製塩土 器 指 圧痕 、ナデ 青 灰色
密、 1 mm 以 下 の

砂粒 を少 し含む

16 －1 2 3 P O4 2 2 土師 器 坪
（底部 ） 1 1．3

ナデ

見 込み に螺旋 状の渦 巻 き暗文
赤褐 色 密

赤 色塗彩

暗文

17 －1 2 3 P O2 0 2 土師 器 聾

17 －2 24 P O 5 14 土師器 襲 2 6 ．5
ナデ
内／ 刷毛 目

外／ 黄橙 色

内／橙 色 砂粒含 む

17 －3 2 4 P O 2 2 5 土師器 坪 1 1．8 3 ．2 回転 ナデ 橙色 密、 赤 色塗彩

18 －1 2 4 S E O l 土師器 皿 15 ．5 回転 ナデ
外／ 明赤褐 色

内／ にぷ い赤褐 色
密 高 台付

2 0 －1 2 4 S E O 2 土師器 婆 13 ．0
外／ 横刷 毛 目、肩部 に刺突 文

内／ 削 り

外／ にぷ い黄橙 色

内／ 浅黄橙 色

微 砂粒 多 く含む

微 砂粒 多 く含む

2 0 －2 2 4 S E O 2 土師器 磐 16 ．1
ナデ
内／ 削 り

外／ にぷ い橙色

内／ にぷ い黄橙 色
単 純 口緑

2 0－3 2 4 S E O 2 土 師器 襲 15 ．7
ナデ
内／ 削 り に ぷい黄橙 色 微 砂粒 含 む

単 純 口緑

布 留式系

2 3－1 2 4 S E O 4 須 恵器 蓋 17 ．4 2 ．3 回転 ナ デ 灰色
密

微 砂粒 少 し含 む
輪 状摘 み

2 3－2 2 4 S E O 4 土 師器 聾 2 2 ．6
外／ 刷毛 目

内／ 削 り
にぷ い橙色 微 砂粒 含 む

23 －3 2 4 S E O4 土 師器
竃

（庇 部）
ナ デ

外／ にぷ い黄褐 色

内／橙 色
微 砂粒 含 む

25 －1 S E O 6 須 恵器
蓋

（破 片）
平坦 な 口線 で、小 さな返 りが付

く
灰色 密

2 5 －2 2 4 S E O 6 土 師器 皿 5．9 回転 糸切 り 浅黄 色 徴 砂粒含 む。

2 7 －1 2 5 SX O l 土 師器 小 皿 10 ．9 5．8 2 ．5
回転 糸切 り

輯櫨成 形 ナデ 淡橙褐 色 精 製土

2 7 －2 2 5 SX O l 土 師器 小 皿 7 ．6 4 ．4 2 ．1
回転 糸切 り

轍櫨成 形 ナデ
淡橙褐 色 精 製土

2 7 －3 2 5 SX O l 土 師器 小 皿 7 ．5 4 ．2 1．9
回転 糸切 り

轍 櫨成 形 ナデ
淡 橙褐 色 精 製土

2 7 －4 2 5 SX O l 土 師器 小 皿 7 ．8 4 ．3 2 ．1
回転 糸切 り

轍 櫨成 形 ナデ
淡橙 褐 色 精 製土

3 ト1 2 5 SK O 3 弥生 土器 鉢 9 ．6 5 ．6 9 ．5

口緑 に 2 条 の擬 凹線、

外／ へ ラ ミガ キ、2 条 の沈線 の

問 に刺 突列 点文 が巡 る

内／頸 部以 下削 り

黒 色 微砂 粒含 む
松本 V － 1

頸部 に穿 孔

3 ト2 2 5 SK O 3 弥生 土器
襲

（底部 ） 5 ．5
外／縦 刷毛 目

内／ 削 り

外／ 灰 黄褐 色

内／灰 黄色
微砂 粒多 く含 む

3 1－3 2 5 SK O 3 土 師器 婆 15 ．7 ナデ にぷ い黄橙 色 微砂 粒少 し含 む

3 1－4 2 5 SK O 3 土 師器 婆 2 3 ．3
外／縦 刷毛 目

内／ 削 り

外／ 橙 色

内／ にぷ い褐 色
微砂 粒 多 く含 む 布留 婆系

3 5 －1 2 6 SK O 7 弥生土 器 婆 13 ．8

口緑 に 3 条 の擬 凹線

外／縦 刷毛 目

内／ へ ラ削 り
にぷ い黄橙色 微砂 粒少 し含 む

ー　86　－



挿図

番号
図版 出土地点 種別 券　 種

法量（単位：皿）
形態・調整の特徴 色　　 調 ．胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

35－2 2 6 SK O 7 弥生土器 襲 12．0 口緑に 3 条の擬凹線 ・ にぷい黄橙色

微砂粒少し含む

（石英 ・長石 ・雲

母）

スス付着

35－3 2 6 SK O 7 弥生土器 襲 19．8
口緑 に3 条の擬凹線

内／へラ削 り
にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む

35－4 r26 S K O 7 弥生土器 襲 20．0
口線に4 条の擬凹線

内／へラ削 り
浅黄橙色 微砂粒含む スス付着

35－5 2 6 S K O 7 土師器
坪

（底部）
12．5 ナデ、指圧痕

外／褐色

内／にぷい褐色
密 赤色塗彩

35→6 2 6 S K O 7 土師器
坪

（底部）
13．4 糸切 り離し後、へラ等でナデ

外／にぷい暗褐色

内／褐色
密 赤色塗彩

38－1 2 5 SK O 9 須寧器
蓋

（口緑破片） 14．5 回転ナデ 灰色 密 一部に自然粕

38－2 2 5 SK O 9 須恵器 坪 9．0
回転糸切 り

回転ナデ
灰色 密 スス付着

40－1 2 6 SK lO 須恵器 蓋 17．0
天井部回転削 り

回転ナデ
灰色 密

40－2 2 6
SK lO

落ち込み4
須恵器 蓋 13．4 回転ナデ 灰色

密

微砂粒若干含む

40－3 2 7 SK lO 須恵器 坪 16．2 1 1．3 6．1
回転糸切 り

回転ナデ
灰色

密

微砂粒少 し含む

南台付

底部 に 「×」印の

線刻

40－4 27 SK lO 須恵器 皿 18．5 14．6 3．0
回転糸切 り離 し後、ナデ

回転ナデ
灰色

密

微砂粒少 し含む
高台付

40－5 27 S K lO 須恵器 皿 17．8 13．2 3．1
回転糸切 り後ナデ

回転ナデ
灰色

密

微砂粒少 し含む
高台付

40－6 2 6 S K lO 須恵器 皿 （底部） 14 ．4
回転糸切 り

回転ナデ
灰色 密 高台付

40－7 2 6 S K lO 須恵器 襲 20．5

外／敲き

内／円形当て具

口緑部／回転ナデ

褐色
密

微砂粒若干含む

40－8 2 6 SK l O 須恵器 襲（底部）
外／平行敲き後、弱いカキメ

内／円形当て具
灰色 密

40－9 2 8
SK lO

落ち込み2
土師器 輝 11．6 7．0 3．6

回転ナデ

轍櫨成形
橙色 密 赤色塗彩

40－10 2 8 SK lO 土師器 輝 12．0 9．3 3．6
回転ナデ、轍櫨成形

底面に板状工具によるナデ
淡橙褐色 密 赤色塗彩

40－11 2 7
SK lO

落ち込み3
土師器 輝 13．9 9云

1
3．3－て

回転ナデ、醜櫨成形

回転糸切 り後ナデ
橙色 密 赤色塗彩

40112 2 8 S K lO ． 土師器 輝 10．7 8．2 3．6
回転ナデ、輯櫨成形

底面に板埠工具によるナデ
橙色 密 赤色塗彩

40－13 2 7 S K lO 土師器 ・輝 12．6 8．0 3．6
回転糸切 り後 ナデ、指圧痕

輯櫨成形
明赤褐色

密

微砂粒少し含む
赤色塗彩

40－14 2 7 ‘
SK lO

落ち込み3
土師器 輝 12．2 9．0 3．4

回転糸切 り後 ナデ

内／塗 り刷毛目
明赤褐色 密 赤色塗彩

40－15 2 7 SK lO 土師器 輝 12．0 7．5 3．6
回転ナデ
底部に指圧痕

明赤褐色 密 赤色塗彩

40－16 2 7
SK lO

落ち込み1
土師器 杯 12．0 8．2 3．6

回転糸切 り後ナデ、

底面に板状工具 によるナデ
橙色 密 赤色塗彩

40－17 2 8 SK lO 土師器 輝 12．3 8．5 3．7
回転糸切 り後ナデ

韓櫨成形
明赤褐色

密

微砂粒若干含む
赤色塗彩

4 0－18 2 7 SK lO 土師器 坪 12．8 8．6 3．5
回転糸切 り後ナデ、指圧痕

聴櫨成形
明赤褐色 密 赤色塗彩

40－19 2 7
SK lO

落ち込み1
土師器 坪 12．2

13．6

8．4

10．6

3．3
回転ナデ、轍櫨成形

底部なでつけ
明赤褐色 密 赤色塗彩

40－20 2 8 S K lO 土師器
ゴ不

（破片） 3．8 回転ナデ 橙褐色 密
高台付

赤色塗彩

40－2 1 2 8
S K lO

落ち込み1
土師器 皿 2．4 回転ナデ

．ヽ

橙色 密 赤色塗彩

40－22 2 8
S K lO

落ち込み1
土師器 皿 13．1 1 0．0 2．1 回転ナデ 橙色 密 赤色塗彩

40－23 2 7 SK lO 土師器 皿 13．4 ．10．3 2．0
回転ナデ

底面に板状工具によるナデ
明赤褐色 密 赤色塗彩

40－24 2 8 SK lO 土師器 皿 13．6 9．6 2．4 回転ナデ 橙褐色 密 赤色塗彩

40－2ム5 2 8 SK lO 土師器 皿 17．6 13．0 2．7 回転ナデ 淡橙褐色 密
貼付高台付

赤色塗彩

4 ト1 2 8 SK l O 土師器 襲 33．0
外／斜め刷毛目

内／横削り
橙色

やや粗

微砂粒多 く含む
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挿図

番号
図版 出土地点 種別 券　 種

法皇（単位：cm）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

4 ト2 2 8 S K lO 土師器 襲 19．7
外／荒い縦刷毛目

内／横削り

外／にぷい橙色

内／浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（雲母・長石）

4 ト3 28 S K lO 土師器 製塩土器 11．4
外／指圧痕

内／横ナデ、布目？

浅黄橙色

一部黄橙色
精製土 口線端部尖る

4 ト4 2 8 S K lO 土師器 製塩土器 11．3
外／指圧痕

内／横ナデ

外／橙色

内／にぷい橙色
微砂粒多 く含む 口線端部丸み

4 ト5 28 S K lO 土師器 製塩土器 13．3
外／指圧痕、ひび割れ

内／強い横ナデ
にぷい橙色 精製土 口緑端部に面

4 ト6 28 S K lO 土師器 製塩土器 11．2
外／ナデ、ひび割れ

内／横ナデ
にぷい橙色

精製土

微砂粒若干含む
口線端部に面

4 117 2 8 S K lO 土師器 製塩土器 15．6
外／指圧痕

内／横 ナデ
にぷい橙色

精製土

小豆色粒子含む

口緑端部に面

4 ト8 と同一

4 ト8 2 8 S K lO 土師器 製塩土器 13．5 ナデ
外／にぷい橙色

内／浅黄橙色

精製土

小豆色粒子含む

口線端部に面

4 ト7 と．同一

4 ト9 2 8 S K lO 土師器 製塩土器 10．0
外／横 ナデ

内／ナデ

外／灰黄色

内／にぷい黄橙色

精製土

微砂粒少し含む
口線端部丸み

43－1 2 9
C ll G r

土器溜 り
土師器

複合口線

細頸壷
23．0

口線端部は外方に引き出す、内

面に指ナデ痕、内面上半部 は横

削 り

にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む
頸部に有軸羽状

文

43－2 2 9
C ll G r
土器溜 り

土師器
、．複合口縁

細頸壷 23．8

口線端部は玉線状、器壁厚い

外／横刷毛 目

内／横削 り、指圧痕

外／浅黄色

内／黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石・）

頸部に有軸羽状

文

43－3 2 9
C ll G r

土器溜 り
土師器

複合口緑

細頸壷
25．0

口緑端部は玉線状、頸部内面に

指ナデ痕、

内／横削 り

外／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色

微砂粒含む

（石英 ・長石 ・雲

母）

頸部に有軸羽状

文

肩部に刺突文

43－4 2 9
C ll G r
土器溜 り

土師器
複合 口線

細頸壷 23．3

口緑端部は．外方に肥圧、頸部内

面 に指ナデ痕、

外／縦刷毛 目後横刷毛目

外／にぷい黄橙色

内／灰白色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石 ・雲

母）

頸部に有軸羽状

文

43－5 3 0 C ll G r
土器溜 り

土師器
複合 口縁

細頸壷 18．3
口線端部は外方に肥圧、頭部内

面 に指圧痕、器壁厚い
た速い黄橙色 微砂粒若干含む

44 －1 3 0
C ll G r

土器溜 り
土師器 ・襲 16．3

口緑端部に平坦面、ヨコナデ、

内／横削 り
にぷい黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

44 －2 3 1
C ll G r

土器溜 り
土師器 聾 14 ．9

口線端部に平坦面、器壁厚い

内／横削 り

外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色
微砂粒多 く含む スス付着

44－3 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 聾 13．4

口線端部に平坦面

内／横削 り

外／浅黄橙色

内／にぷい橙色
微砂粒多 く含む

肩部 に波状文 ・

剰突列点文

44－4 3 1
C llG r

土器溜 り
土師器 襲 14 ．0

口緑端部に平坦面、器壁厚い

内／横削 り
にぷい黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に刺突列点

文

44－5 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 15．0

口線端部に平坦面、器壁厚い

外／上半部横刷毛目、下半は縦

外／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色
微砂粒多 く含む

肩部に刺突列点

文

44－6 2 9
C l lG r
土器溜 り

土師器 襲 1・5．6
口緑端部に平坦面、

内／強い削 り
浅黄橙色 微砂粒含む スス付着

44－7 2 9
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 14．4

10．0

口線端部に平坦面、器壁厚い

内／横削り、ナデ
にぷい黄橙色 微砂粒多く含む

スス付着

スス付着

スス付着

スス付着

肩部に米粒型刺

突文

44－8 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 14．8

外／縦刷毛目後横刷毛目

内／横削り
淡黄褐色 微砂粒多く含む

44－9 2 9 C l lG r
土器溜 り

土師器 襲 14．0
外／横刷毛目

内／横削り
にぷい黄橙色 微砂粒多く含む

44－10 3 0
C l lG r

土器溜 り
土師器 饗 13．4

外／横刷毛目

内／削り

外／にぷい橙色

内にぷい黄橙色
微砂粒多く含む

44－11 2 9
C l lG r

土器溜 り
土師器 饗 15．0

口緑端部は外に引き出す

内／横削り、器壁厚い
にぷい黄橙色 微砂粒多く含む

45－1 2 9
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 18．0

外／横刷毛目

内／横削り、器壁厚い

外／橙色

内／浅黄橙色
微砂粒多 く含む

45－2 3 0
C l lG r
土器溜 り

土師器 襲 19．3
外／横刷毛目

内／横削り にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む

45－3

4 5－4

3 1

3 0

C l lG r
土器溜 り

C llG r

土器溜 り

土師器

土師器

襲

襲

17．5

17．と

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目
内／横削り、指圧痕

外／肩部縦刷毛目、胴部横刷毛

目

内／横削り、指ナデ痕

浅黄橙色

にぷい橙色

微砂粒多 く含む

微砂粒多 く含む

45－5 3 0
C l lG r
土器溜 り．

土師器 襲 23．2
外／刷毛目

内／削 り、器壁厚い

外／にぷい橙色

内／淡黄色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

45－6 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 14．5

器壁厚 く、だれた口線

内／横削り
浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

45－7 3 0
．C l lG r

土器溜 り
土師器 聾 13．2

口線 に強いナデ、器壁厚い

外／縦＋横刷毛 目、

内／削 り、指圧痕、

外／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色
微砂粒多 く含む

45－8 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器

饗or鉢

（底部）

外／刷毛 目、器壁薄い

内／削 り、指圧痕 淡黄褐色 微砂粒含む
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番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量（単位 ：cm ）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

46－1 3 0
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 16．0 口線端部を上方に引き上げる にぷい黄橙色 微砂粒少 し含む

布留襲系

スス付着

46－2 3 0
C l lG r

土器溜 り
土師器 襲 16．5

日録端部は平坦面

内／横削 り
にぷい黄橙色 微砂粒少 し含む 布留襲系

46－3 3 1 C l lG r
土器溜 り

土師器 聾 16．5

口線端部は平坦面

外／刷毛目

内／横削 り、ナデ

にぷい黄橙色 微砂粒多く含む
布留襲系

スス付着

46－4 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 直口壷 10．8

外／縦 ミガキ

内／ナデ
にぷい黄橙色

微砂粒少し含む

（石英・長石）

46－5 3 0
C l lG r

土器溜 り
土師器 高杯 20．0

内／横 ミガキ

脚外／縦 ミガキ

外／黄橙色

内／橙色
微砂粒含む 刺突痕α

46－6 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器

高坪

（師部） 22．6
外／タテ刷毛目、ミガキ

内／ ミガキ
灰黄褐色

微砂粒少し含む

（石英・長石）
刺突痕α

46－7 3 1
C l lG r
土器溜 り

土師器 高坪 13．4

坪部／ ミガキ

脚部外／刷毛目、

内／削 り、パケ

外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色
微砂粒多 く含む

46－8 3 0
C l lG r

土師器
高坪 外／ナデ、刷毛目 外／橙色

微砂粒多 く含む
4 万に円形透か

土器溜 り （底部） 内／指圧痕 内／浅黄橙色 し

4 6－9 3 1
C l lG r

土器溜 り
土師器 低脚坪 19．4 7．6 5．4 ナデ

外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色
微砂粒多 く含む

4 6－10 3 2
C l l G r
土器溜 り

土師器 鼓型器台 20．4 18．2 13．1
ナデ、器壁厚い

脚内／削り
橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

4 6－11 3 2
C l l G r
土器溜 り

土師器 鼓型器台 19．2 15．0 9．7
ナデ、器壁厚い

脚内／削り
にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

4 8－1 3 2
A ．B l l G r
土器溜 り

土師器 婆 16．6
口緑端部は玉線状、

内／横削り、器壁厚い
にぷい黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）
草田6 新

4 8－2 3 2
A ．B l l G r

土器溜 り
土師器 婆 16．7

口緑端部に面、稜は甘い

内／横削り、器壁薄い
にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）
草田 6新

48－3
A ．B l l G r

土器溜 り
土師器 小型要 12．8

口緑は短 くダレ気味、指圧痕

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目

内／横削り

にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石 ・雲

母）

48－4 32
A ．B ll G r

土器溜 り
土師器 襲 15．2

外／横刷毛目

内／横削り
暗黄褐色

微砂粒少 し含む

（石英 ・長石）
小谷 1

48－5 32
A ．B l lG r

土器溜 り
土師器 聾 13．0

口緑は肥厚 し、外側 に面を持

つ、内面削 りに指圧痕、器壁厚
い

にぷい黄橙色
微砂粒多 く含む

（石英・長石）
小谷 2

48－6 32
A ．B l lG r
土器溜 り

土師器 聾 16．8
外／横刷毛目、器壁厚い

内／横削り、ナデ
暗黄褐色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

刺突列点文

（周巡せず）

48－7 32
A ．B l lG r

土器溜 り
土師器 襲 15．5

外／横刷毛目、器壁厚い

内／横削 り
暗黄褐色

徴砂粒少 し含む

（石英・長石）

48－8 3 3
A ．B l lG r

土器溜 り
土師器 鼓型器台 17．8 16．8 9．8

外・受部

内／ナデ

脚内／削 り

にぷい黄橙色
微砂粒少 し含む

（石英・長石）

脚内に2 条のへ

ラ記号

48－9 3 3
A ．B l lG r
土器溜 り

土師器 大型高坪 27．4 19．3 15．8
ゴ不部ナデ、低 く開く脚外面は刷

毛目、内面は削 り、器壁厚い
明黄褐色 微砂粒含む

刺突痕α

有段

48－10 3 3
A．B l lG r
土器溜 り

土師器 小皿 7．8 4．5 2．1
回転糸切 り

轍櫨成形
淡黄褐色 精製土 S X O l からの

混入

50－1 5 1 S D O l 弥生土器 聾 27．7
外／縦刷毛 目

内／へラ削り
橙色 徴砂粒多 く含む

口緑に4 条の擬

凹線、スス

50－2 5 1 SD O l 須恵器 坪 9．6
回転糸切 り

回転ナデ
灰色 密

高台付

外面へラ記号

50－3 5 1 SD O l 須恵器 灯明皿 10．0 6．0 2，8
回転糸切 り後ナデ

回転ナデ
黄灰色 密

50－4 5 1 SD O l 紛青沙器 皿 9．5 3．7 2．8
見込みに4 ヶ所の体留め

やや雑な仕上げ
暗青緑色 密

李朝

粕薬薄い

5ト1 5 1 SD O 2 土師器 寮 14．2

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目
内／削 り、一部指圧痕

外／にぷい黄橙色

内／灰黄色
微砂粒多 く含む

肩部 に刺突列点

文

5ト2 5 1 SD O 2 土師器 聾 18．4
外／縦刷毛 目

内／横削り

外／黄褐色

内／にぷい黄色

微砂粒含む

（石英・長石）
布留嚢系

5ト3 5 1 SD O 2 土師器 褒 18．9
外／ナデ

内／横削り

外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色
微砂粒多 く含む 布留襲系

51－4 5 1 SD O 2 土師器 嚢 20．0 口緑端部に平坦面 にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む 布留嚢系

5ト5

5 1

SD O 2 土師器 婆 16．9

15．2

外／ナデ

内／横削り
にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む 布留襲系

5ト6 SD O 2 土師器
皿

（底部）

回転糸切 り後ナデ

回転ナデ
橙色 密 高台付

5ト7 5 1 SD O 2 須恵器 接合部 回転ナデ 灰色 密
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番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量 （単位 ：cm）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

5 主8 5 1 S D O 2 白磁
椀

（底部）
14．6

断面と高台に刻み目、刃物状の

研ぎ痕
灰白色 密

李朝

砥石に転用

54－1 34 S D O 3 弥生土器 士宝E 15．8

ラッパ状 に開 く口緑 に5 条 の

凹線
内外／刷毛目

灰黄色
徴砂粒多 く含む

（石英・長石）
松本Ⅳ－2

54－2 34 S D O 3 弥生土器 ＝士こご雲E 19．4
口線 に4 条の擬凹線

内／頸部下削 り
橙色 徴砂粒含む 松本 Ⅴ－ 1

54 －3 3 3 SD O 3 弥生土器 ＝土ご宝E 2 1．2

口緑に4 条の擬凹線、筒状の頸

部に櫛状工具による沈線 と波

状文、頸部下削り

橙色
徴砂粒多 く含む

（石英・長石）
松本 Ⅴ－ 1

54－4 3 3 SD O 3 土師器
複合口緑

細頸壷 19．6
口緑端部に面、頸部内面になで

つけ痕
灰白色

微砂粒少し含む

（石英・長石）

頸部に有軸羽状

文

54－5 3 3 SD O 3 土師器
複合口緑

細頸壷 22．9

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目
内／削 り後一部ナデ、頸部に指

圧痕

浅黄橙色

徴砂粒多 く含む

（石英 ・長石 ・雲

母）

頸部に羽状文、

下に沈線

54－6 3 4 SD O 3 土師器
士竺E

（口緑部） 9．2
無頭、内面下部削り、体部は張

るか、ナデ
にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

54－7 3 4 SD O 3 弥生土器 婆 16．2

外／縦刷毛 目、口緑 3 条の擬凹

線

内／肩部から下削 り

淡褐色 徴砂粒少し含む
刺突列点文

松本Ⅳ－2

54－8 3 4 SD O 3 弥生土器 聾
外／縦刷毛 目

内／上半部指圧痕、下半部削り
にぷい黄橙色 微砂粒含む

刺突列点文

松本IV －2

54－9 3 4 SD O 3 弥生土器 襲 13．4
外／ナデ、

内／削り、口縁 ミガキ
明褐色

徴砂粒少し含む

（石英・長石）

刺突列点文

松本V － 1

54－10 3 4 SD O 3 弥生土器 聾 16．7
口緑に3 条の擬凹線 外／にぷい橙色 徴砂粒多く含む スス付着

内／削り 内／にぷい褐色 （石英・長石） 草田 1

54－11 3 4 SD O 3 弥生土器 襲 13．6 口縁に3 条の擬凹線 にぷい黄橙色色 徴砂粒多く含む
スス付着

草田 1

55－1 3 4 SD O 3 弥生土器 聾 14 ．4 口縁に擬凹線 外／にぷい橙色

内／橙色

微砂粒含む

（石英・長石）
草田 1

55－2 3 4 SD O 3 弥生土器 聾 16．2
外／ナデ、口緑に甘い擬凹線

内削 り
浅黄橙色 微砂粒少し含む 松本Ⅴ－ 1

55－3 3 4 SD O 3 弥生土器 聾 19．0
日録 に貝殻復縁に よる 5 条の

擬凹線

外／浅黄橙色

内／にぷい橙色

徴砂粒含む

（石英・長石）
松本Ⅴ－ 1

55－4 3 4 SD O 3 弥生土器 聾 21．4 口緑に貝殻復縁による擬凹線 明赤褐色
微砂粒含む

（石英・長石）
草田 1

55－5 34 S D O 3 弥生土器 聾 19．5
拡張 した口縁 に貝殻復縁によ 外／浅黄橙色 徴砂粒多く含む 草田3

る擬凹線 内／にぷい黄橙色 （石英・長石） スス付着

55－6 3 7 S D O 3 土師器 襲 14．6

外／胴部は横、下半は縦の刷毛

目
内／削り、下部に指圧痕

外／浅黄橙色

内／にぷい橙色

徴砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に波状文

革田6

55－7 3 7 S D O 3 土師器 聾 13．8
外／上半部横刷毛 目、

内／削り、器壁薄い
灰黄色

徴砂粒含む

（石英・長石）
草田6

55－8 3 6 S D O 3 土師器 聾 13．8
口縁端部に面

器壁薄い
浅黄橙色

徴砂粒含む

（石英・長石）
草田6

55－9 3 5 S D O 3 土師器 聾 16．0
外／荒い横刷毛目 外／灰白色 微砂粒多く含む 刺突列点文

内／削り、器壁薄い 内／浅黄橙色 （石英・長石） 草田6 新

55－10 3 5 S D O3 土師器 襲 16．5

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目
内／削り、肩 と下半部に指圧痕

外／浅黄橙色

内／ にぷい黄橙色

徴砂粒多 く含む

（石英・長石）
草田 6 新

56－1 3 5 S D O3 土師器 聾 13．6 14 ．7
外／胴下半は縦刷毛 目、

内／ 削り、下半部になで上げ痕
浅黄橙色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）
肩部に波状文

胴下半に穿孔

56－2 3 5 S D O 3 土師器 聾
（平底） 17．8 8．0 19．1

外／上半は横、下半は斜め刷毛

目

内／削り、下半部になで上げ痕

浅黄橙色
徴砂粒多 く含む

（石英 ・長石）
扁平な底

56－3 3 5 SD O 3 土師器 聾 19．0
外／横刷毛目

内／削 り、下半に指圧痕、ナデ

外／明褐色

内／淡黄褐色
微砂粒含む
（石英 ・長石） 胴部張 る

56－4 3 7 SD O 3 土師器 襲 18．0
外／横刷毛目

内／削 り、下半部に指圧痕

外／灰白色

内／浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石）

56－5 3 5 SD O 3 土師器 聾 15．4

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目

内／削 り、下半に指圧痕

外／にぷい黄橙色

内／灰黄褐色

徴砂粒多 く含む

（石英・長石）

56－6 3 6 SD O 3 土師器 聾 14．6

外／上半は横、下半は縦の刷毛

目
内／削 り、下半部に指圧痕

にぷい黄橙色
徴砂粒含む
（石英 ・長石）

肩部に lclu長の

刺突列点文

56－7 3 6 SD O 3 土師器 聾 17．2
外／横刷毛目

内／削 り、一部にナデ、指圧痕
にぷい黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

肩部に浅い刺突

文、スス

57－1 3 6 SD O 3 土師器 磐 14．6 24．0
外／横刷毛目

内／削 り、ナデ上げ、指圧痕

外／にぷい黄褐色

内／灰白色
微砂粒含む

肩部に2 cm長の

刺突列点文

57－2 3 6 SD O 3 土師器 聾 15．6

外／肩部は縦、胴部は横の刷毛

目
内／横 削り

外／灰黄色

内／にぷい黄橙色

徴砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に 1cm長の

刺突列点文
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番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量（単位：cm）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

57－3 36 S D O 3 土師器 婆 14．6 2 1．5

外／胴部は横、下半は縦の刷毛

目
内／削 り、ナデ上げ、指圧痕、

外／浅黄色

内／にぷい黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

肩部に刺突列点

文、

57－4 3 6 S D O 3 土師器 聾 13．7

外／肩部は縦、胴部は横の刷毛

目

内／削 り、一部ナデ

浅黄橙色
徴砂粒含む

（石英・長石）

肩部に刺突列点

文

57－5 3 6 S D O 3 土師器 婆 16．6

外／縦後横の刷毛目

内／横削り後、ナデ付け、指圧

痕

口緑端部は外側 に肥圧

にぷい黄橙色
微砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に刺突列点

文、スス

57－6 3 6 S D O 3 土師器 賓 17．4
外／胴部に横刷毛目

内／横削り、指圧痕
浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に 1 条の櫛

措き沈線

57－7 3 6 S D O 3 土師器 璽 18．2
外／横刷毛目

内／削 り、頸部下に指圧痕
にぷい黄橙色 徴砂粒含む

肩部に波状文

スス付着

57－8 4 0 S D O 3 土師器 婆 14．2

外／縦後、横刷毛目

内／上半は横、下半は斜めの削

り

外／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

肩部に刺突列点

文

58－1 37 S D O 3 土師器 襲 13．8

外／縦刷毛目、

内／横削り、頸部に指圧痕

甘い複合口緑

にぷい黄橙色
微砂粒少し含む
（石英・長石）

頸部下に列点

小谷 2 ～ 3

5 8－2 37 S D O 3 土師器 嚢 22．0
外／風化のため不明

内／横削り、口緑肥圧

外／灰白色

内／にぷい黄橙色

徴砂粒含む

（石英・長石）

58－3 S D O 3 土師器 内傾口縁婆 11．4
外／横刷毛目

内／削 り、頭部にナデとミガキ
浅黄橙色

徴砂粒含む

（石英・長石）

肩部に 6 点の刺

突列点文

58－4 37 S D O 3 土師器 内傾口緑婆 13．2
外／風化のため不明、

内／横削り
灰白色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）
肩部に波状文 ？

58－5 37 S D O 3 土師器 内傾口緑婆 11．4
外／横刷毛目

内／横削り
にぷい黄橙色

徴砂粒少し含む

（石英・長石）

58－6 37 S D O 3 土師器 聾 15．4

外／横刷毛目、

内／横削り、口縁端部を引き上

げ

浅黄橙色 微砂粒少し含む 布留聾系

58－7 37 S D O 3 土師器 婆 16．8
外／刷毛 目

内／横削り、小塩端部 に面

外／浅黄橙色

内／灰白色

徴砂粒少 し含む

（石英・長石）
布留聾系

58－8 37 S D O 3 土師器 寮 17．4
外／縦刷毛目後、横ナデ

内／横削り
浅黄橙色 微砂粒含む

単純 口緑

布留 1併行

58－9 38 S D O 3 土師器 ミニチュア
10．0

外／横＋縦刷毛目、指圧痕 外／浅黄橙色 微砂粒含む
手捏

襲 内／削 りとナデ付け 内／にぷい黄橙色 （石英・長石）

58－10 38 S D O 3 土師器 小型壷
外／横 ミガキ

内／削 り

外／橙色

内／淡黄色
徴砂粒少 し含む 赤色塗彩

58－11 39 S D O 3 土師器 大型鉢 29．8 9．7 2 2．0

外／胴部は横、下半は縦の刷毛

目

内／上半は横、下半は縦の削 り

平底／刷毛目

浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石）や

やもろい

59－1 3 7 S D O 3 土師器 鉢
外／ナデ

内／削り後ナデ

外／灰黄色

内／褐色
徴砂粒多 く含む 漆塗 り

59－2 3 7 S D O 3 土師器
賓 外／刷毛目、敲 き痕有 り 外／浅黄橙色 微砂粒多 く含む

庄内襲系
（肩部破片） 内／刷毛目 内／淡黄色 （石英・長石）

59－3 38 S D O 3 弥生土器
嚢or壷

7．4
外／縦刷毛目 外／にぷい黄橙色 微砂粒多 く含む

（底部） 内／縦 ミガキ 内／にぷい橙色 （石英・長石）

59－4 3 8 S D O 3 土師器
聾

（胴下半部）

外／上部に横刷毛 目

内／削り、指圧痕、焦げ痕有 り

外／黒色

内／にぷい黄橙色
徴砂粒少 し含む スス付着

59－5 3 8 S D O 3 土師器
襲or鉢

12．0
外・底／刷毛 目 外／灰白色 微砂粒多 く含む

平底
（底部） 内／削り、指圧痕、器壁薄い 内／浅黄橙色 （石英・長石）

59－6 3 9 S D O 3 土師器 杯 12．6 2．3 5．1
外／刷毛目、底面は削 り

内／刷毛目、底部窪む、器壁薄い
淡黄褐色

微砂粒含む

（石英・長石）
制作途中か

59－7 3 9 SD O 3 土師器 j不 11．6 2．4 4．2
外／刷毛目、底面は削 り後ナデ

内／ナデ

外／にぷい橙色

内／浅黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

59－8 3 9 SD O 3 土師器 坪 10．5 2．3 4．2
外／ ミガキ後ナデ

内／ナデ、底面は削り後ナデ
にぷい黄橙色 微砂粒含む

59－9 3 9 S D O 3 土師器 杯 8．8 2．4
外／刷毛目、指圧痕

内／ ミガキ

外／灰白色

内／浅黄橙色
微砂粒若干含む 畿内系？

59－10 3 9 S D O 3 土師器
高杯

（坪部）
22．1

12．2

外／上部はミガキ、下部は刷毛

目
内／ ミガキ

外／浅黄橙色

内／にぷい黄橙色

徴砂粒少 し含む

（石英・長石）
円盤充填

59－11 3 9 S D O 3 土師器
高坪

（坪部） 13．6
外／細かなミガキと刷毛目

内／細かなミガキ
にぷい黄橙色

徴砂粒含む

（白色砂）
円盤充填

59－12 3 9 S D O 3 土師器
高坪

（坪部）
11．3

外／ ミガキ後ナデ

内／ ミガキ、ナデ
灰白色 徴砂粒多 く含む

円盤充填

畿内系

円形透かし

円盤充填

59－13 40 S D O 3 土師器
高塀

（脚部）

外／刷毛目

内／削り
淡黄色

徴砂粒多 く含む

（石英・長石）

59－14 4 0 S D O 3 土師器
高坪

（脚部）
14．8

外／刷毛目

内／削り、裾部は刷毛目
にぷい黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）
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番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量 （単位 ：clll）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

59－15 4 0 S D O 3 土師器
高杯

（脚部） 9．8
外／縦 ミガキ

内／削り
浅黄橙色 微砂粒含む

59－16 4 0 S D O 3 土師器
高j不

（脚部）
10．6

外／縦刷毛目

内／削 り、ナデ
にぷい黄橙色 微砂粒含む 畿内系

59－17 4 0 S D O 3 土師器
高ゴ不

（脚部）
17．2

外／刷毛 目

内／刷毛 目、低い
明橙褐色 微砂粒若干含む 搬入品

59－18 4 0 S D O 3 土師器
高坪
（脚部） 11．4

外／刷毛 目
内／削 り後ナデ、低い 浅黄橙色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

内面に2 条のへ

ラ記号

59－19 4 1 S D O 3 土師器
低脚杯

19．3
外／細かな ミガキ 外／浅黄橙色 微砂粒含む

一部スス付着（坪部） 内／ ナデ、低 く開 く 内／灰色 （石英・長石）

59－20 4 1 S D O 3 土師器 低脚坪 18．4 6．7 5．7

外／横刷毛目後、縦 ミガキ

内／横刷毛目後、縦 ミガキ

脚内／削り

にぷい黄橙色
徴 砂粒 含 む石

英・長石

59－2 1 4 1 S D O 3 土師器 低脚坪 17．6 4．7 5．4

外／ナデ

内／回転ナデ

脚／ナデ

外／浅黄橙色

内／橙色

微砂粒含む

（石英・長石）
一部スス付着

59－22 4 1 S D O 3 土師器 小型低脚ゴ不 12．0 4．6 4．2
外／刷毛 目後、ミガキ

内／ ミガキ
浅黄橙色

密　 徴砂粒少 し

含む

59－23 4 1 S D O 3 土師器 小型低脚坪 8．8
外／ナデ後、縦横 のミガキ
内／横刷毛目後、縦 ミガキ

にぷい黄橙色 微砂粒少 し含む
（石英・長石） 布留 1併行

59－24 4 1 S D O 3 土師器 低脚坪
外・内／ナデ

内湾する体部 浅黄橙色 微砂粒多 く含む

59－25 4 1 S D O 3 土師器
低脚坪

（脚部） 5．9 外・内／ナデ にぷい黄橙色 微砂粒少 し含む

60－1 3 8 S D O 3 弥生土器 器台
（受部破片）

外／ナデ、口緑に4 条の擬凹線

内／ナデ
外／浅黄橙色
内／灰黄褐色

微砂粒多 く含む 赤色塗彩

松本Ⅴ－ 1

60－2 38 S D O 3 弥生土器
器台

（受部） 2 1．0
外／ナデ、目線に擬凹線

内／ ミガキ
明黄褐色 微砂粒多 く含む

赤色塗彩

松本V －2

6 0－3 38 S D O 3 弥生土器
鼓形器台

（受部）
2 1．4

外／ナデ、口緑に擬凹線

内／ナデ
淡褐色 微砂粒少 し含む

赤色塗彩

松本V －2

6 0－4 38 S D O 3 弥生土器
鼓形器台

（脚部）
17．4

外／ 日録に擬凹線

内／削 り、ナデ
淡褐色 微砂粒少 し含む

赤色塗彩

松本V …2

6 0－5 3 8 S D O 3 土師器 鼓形器台 17．8
外／ナデ
内／受部はナデ、脚部は削り 浅黄橙色 微砂粒含む

脚内面に2 条の

へラ記号

60－6 4 1 S D O 3 土師器 鼓形器台 19．4 19．0 1 0．8
外・内／横ナデ

口縁端部に面
浅黄橙色 微砂粒含む

60－7 4 2 S D O 3 土師器 鼓形器台 22．0 18．0 10．8

外／横ナデ

内／受部は横 ミガキ、脚部は削

り

浅黄橙色 微砂粒含む

60－8 4 2 S D O 3 土師器 鼓形器台 20．5 16．2 10．1

外／横ナデ

内／受部は横 ミガキ、脚部は削

り

浅黄橙色 微砂粒多 く含む
（石英・長石）

60－9 4 2 S D O 3 土師器 鼓形器台 20．3 18．0 10．3

外／横ナデ

内／受部は削 り後ナデ、脚部 は

削 り、簡部は鋭角に屈曲

外／浅黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒含 む

（石英・長石）

60－10 4 2 SD O 3 土師器 鼓形器台 20．8 17．5 9．8

外／横ナデ

内／受部は横 ミガキ、脚部は削

り

にぷい黄橙色
微砂粒含む

（石英・長石）

脚部 に円形透か

し

60－11 4 2 SD O 3 土師器
注口土器

（注 口部） 1．9
刷毛 目

ナテざ
灰黄褐色 微砂粒多 く含む

63－1 4 3 SD O 4 弥生土器 婆 12．8
外／ナデ

内／横 ミガキ

外／にぷい黄褐色

内／にぷい黄橙色
微砂粒含む

肩部 に刺突列点

文

63－2 4 3 SD O 4 弥生土器 一二ヒ竺E 14．8

外／ ミガキ、口縁に3 条の擬凹

線

内／頸部はミガ車、以下削 り

暗赤色
微砂粒少し含む

（石英・長石）

赤色塗彩

松本 V － 1

6 3－3 4 3 SD O 4 弥生土器 磐 15．6
外／ナデ、口縁に2 条の擬凹線

内／削 り

外／灰褐色

内／にぷい褐色

微砂粒含む

（石英・長石）
松本 V － 1

6 3－4 4 3 SD O 4 弥生土器 婆 15．4
口縁に3 条の擬凹線

内／削 り
橙色 微砂粒少し含む 松本 V － 1

63－5 4 3 SD O 4 弥生土器 璽 19．6
外／横刷毛 目

内／横削 り、口縁は長 く外反

外／浅褐色

内／淡黄褐色

微砂粒含む

（石英・長石）
章田5

63－6 4 4 SD O 4 土師器 婆 16．6
外／横刷毛 目

内／横削 り

外／浅黄橙色

内／黄橙色

微砂粒多く含む

（石英・長石）

63－7 SD O 4 土師器 磐 15．2
外／横刷毛 目

内／横削 り、胴部に指圧痕

外／淡黄褐色

内／淡褐色

微砂粒多く含む

（石英・長石）
肩部に波状文

63－8 4 4 SD O 4 土師器 内懐口縁磐 12．4

2 0．8

外／横刷毛 目

内／横削 り にぷい黄橙色
密

微砂粒少 し含む

肩部に刺突列点

文

63－9 4 4 SD O 4 土師器
二土ご宝E

（胴部）

外／上半は横、下半は縦の刷毛

＝

内／上半は横、下半は縦の削り

浅黄橙色
微砂粒多く含む

（石英・長石）

肩部に有軸羽状

文

64－1 4 3 SD O 4 土師器 婆
外／縦刷毛 目

内／削り、ナデ

外／浅黄橙色

内／灰黄色
微砂粒含む 布留婆系
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挿図

番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量 （単位 ：cm）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

64－2 S D O4 土師器 聾 17．9
外／縦刷毛目

内／横削り
浅黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石）
布留嚢系

64－3 4 3 S D O4 土師器 要 17．5
外／縦刷毛目

内／右上が りの削り

外／浅黄橙色

内／ にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英 ・長石）
布留寮系

64－4 S D O4 土師器 聾 16．1
外／縦刷毛目

内／横削 り

外／橙色

内／ にぷい黄褐色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）
布留婆系

64－5 4 4 S D O4 土師器
嚢

（胴部）

外／縦刷毛目

内／削り、指圧痕

外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色
微砂粒含む 痕跡的平底

64－6 4 3 S D O4 弥生土器
聾

7．8
外／縦刷毛目 外／にぷい黄橙色 微砂粒含む

（底部） 内／ナデ 内／灰白色 （石英・長石）

64－7 4 5 S D O4 土師器
高坪

（脚部）
14．8

外／上部は刷毛目、裾部は ミガ

キ

内／上部は削り、裾部は刷毛目

淡灰褐色
微砂粒多く含む

（石英・長石）

3 方に円形透か

し

64－8 4 3 S D O4 土師器
高坪

（脚部） 15．0
外／刷毛目

内／刷毛目
浅黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）
円形透かし

64－9 4 3 S D O4 土師器
低脚坪

6．2
外／ナデ 外／浅黄橙色 微砂粒含む 脚内面にへ ラ記

（脚部） 内／ ミガキ 内／にぷい黄橙色 （石英・長石） ［二コ号

64－10 4 5 S D O4 土師器 鼓形器台 18．0
外／横ナデ

内／受部はナデ、脚部は削 り
淡褐色

密

微砂粒含む

66－1
巻頭 4

S D O 5 土師器 ・ニ土ご 16．0 6．0 3 5．4

外／口緑部はナデ、扁～胴部は

横、下半は縦の刷毛目、底部は

刷毛目 外／浅黄色
密

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

ほぼ完形

46 竺E 内／口緑部にナデ付け痕、肩～

部は横削り、下半は斜めの削 り

にナデの指圧痕、底部

内／にぷい黄色 小谷 2

7 ト1 4 5 S D l O 須恵器 小型坪 8．1 5．0 3．4
へラ切 り後ナデ

回転ナデ
灰色 密 出雲 6

7 1－2 4 5 S D lO 須恵器 坪 13．0 8．0 4．6
回転糸切 り

回転横ナデ
青灰色 密

高台付

出雲 7

7 ト3 4 5 S D lO 土師器
小型鼓形器

台（脚部）
11．4

外／横ナデ

内／削り
にぷい橙色

密

微砂粒少 し含む

径 1 clllの円形透

かし

7 ト4 4 5 S D lO 土師器 賓 22．2
外／横ナデ

内／横削 り
にぷい黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

7 ト5 4 5 S D lO 須恵器
坪

（底部） 8．8
回転糸切 り無調整

ナデ
灰色 密

73－1 4 6 S D 13 土師器 婆 14．7
外／横刷毛目

内／横削 り

外／にぷい黄橙色

内／にぷい橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

73－2 4 6 S D 13 土師器
聾

（口緑部）
16．0

外／ナデ

内／ナデ
にぷい黄橙色

微砂粒少 し含む
（石英・長石）

73－3 4 6 S D 13 土師器 婆 14．2
外／ナデ

内／削り

外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

73－4 4 6 S D 13 土師器
婆

（胴部）

外／縦後横刷毛目

内／横削 り
暗黄褐色

密

微砂粒少 し含む

73－5 4 6 S D 13 土師器
高坪

（坪部）
11．3

外／上半はナデ、下半は細 ミガ

キ

内／横刷毛自

外／にぷい黄橙色

内／浅黄橙色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

ワイ　ング ラ ス

型、円盤充填

73－6 4 6 SD 13 土師器
鼓形器台

（受部）
23．6

外／横ナデ

内／ナデ
淡橙褐色

微砂粒少 し含む

（石英・長石）

73－7 4 6 SD 13 土師器
高坪
（脚部） 17．8

外／ナデ

内／刷毛目
浅黄橙色 密 畿内系

73－8 4 6 SD 13 土師器
低脚坪
（脚部） 7．0 外・内／ナデ

外／灰白色

内／浅黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

74－1 4 5 SD 14 土師器 製塩土器 12．4
外／指頭痕、ひび割れ

内／横 ナデ
橙色 精製土

76－1 4 8 遣構外 弥生土器 嚢 18 ．8
外／口緑に3 条の擬凹線、沈線

と爪形の刺突列点文
赤褐色

微砂粒含む

（石英・長石）
塩町系

76－2 遣構外 土師器 聾 14．6
外／横刷毛 目

内／横削 り、一部ナデ付け

外／ にぷい黄橙色

内／浅黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）

76－3 4 7 遣構外 土師器 磐 17．2
外／細 ・荒横刷毛 目

内／削り、一部ナデ
灰白色

徴砂粒多く含む

（石英・長石）

76－4 4 7
遣構外

B9 G r
土師器 婆 15．2

外／横刷毛目

内／削り、肩部に指圧痕
浅黄橙色

微砂粒含む

（石英・長石）
肩部に波状文

76－5 4 7
遺構外

C l lG r
土師器 内懐口緑賓 13．5

外／横刷毛目

内／横削 り
浅黄橙色

微砂粒多く含む

（石英・長石）

76－6 4 7
遣構外

土師器 内傾口緑襲 18．1

3．0

外／縦＋横刷毛目 外／浅黄橙色 微砂粒多く含む

布留賓系

E llG r 内／削り 内／にぷい黄橙色 （石英・長石）

76－7 4 7
遣構外

E l lG r
土師器 婆 16．4

外／ナデ

内／削り
黄褐色

微砂粒含む

（石英・長石）

76－8 5 0 遺構外 土師器 ミニチュア 外／ナデ 外／にぷい黄褐色 微砂粒多く含む
スス付着

壷（底部） 内／削り 内／橙色 （石英・長石）
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挿図

番号
図版 出土地点 種別 器　 種

法量（単位：cm ）
形態・調整の特徴 色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

口径 底径 器高

76－9 4 8
遣構外

D llG r
土師器

襲or壷

（底部）

外／ナデ

内／指圧痕
浅黄橙色

密

徴砂粒少 し含む
半月状の線刻

76－10 4 7
遣構外

土師器
直口壷

10．0
外・内／横ナデ 外／灰白色 微砂粒含む

D 9G r （口緑部） 稜は鈍い 内／浅黄橙色 （石英・長石）

76－11 4 8 遣構外 弥生土器
士宝E 外／刷毛目、頭部に沈線 外／にぷい黄橙色 徴砂粒多く含む

（頸～胴部） 内／縦刷毛 目、上半に指圧痕 内／黄灰色 （石英・長石）

76－12 4 8 遺構外 弥生土器 脚付小型璽

外／胴部に刷毛目、他は横 ミガ

キ
内／削り、ナデ、指頭痕

にぷい黄橙色
微砂粒多く含む

（石英・長石）

76－13 4 7
遣構外

F 12 G r
土師器 j不 15．0

外／ナデ

内／ナデ、上半に指圧痕

外／浅黄橙色

内／にぷい橙色
微砂粒含む ワイングラス型

77－1 4 8
遣構外

D l lG r
土師器 高塀 21．5 13．4 13．1

外／師部は不明、脚部は縦 ミガ

キ

内／坪部はミガキ、脚部は削 り

浅黄橙色 徴砂粒多 く含む

77－2 4 8 遺構外 弥生土器
器台

（受部）
16．6

外／縦 ミガキ、筒部に楯状の沈

線

内／ ミガキ、簡部は削 り後ナデ

外／橙色

内／にぷい橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）
松本Ⅴ－ 2

77－3 4 8
遣構外

弥生土器
器台 外・内／ナデ 外／にぷい褐色 徴砂粒多 く含む 赤色塗彩

D lO G r （受部） 口緑に擬凹線文 内／にぷい黄橙色 （石英・長石） 松本Ⅴ－ 2

77－4 4 9
遺構外

D l lG r
土師器

鼓形器台

（受部） 21．8
外／横ナデ

内／ナデ
淡黄褐色 徴砂粒含む

77－5 4 9
遣構外

D l lG r
土師器

鼓形器台

（脚部） 15．8
外／横ナデ

内／削り
橙色

やや荒 い砂粒多

く含む
非在地産

77－6 4 8
遣構外

D l lG r
土師器 鼓形器台 18．9 17．9 9．7

外／横ナデ、縦 ミガキ

内／受部は横 ミガキ、脚部は削

り

外／黄橙色

内／浅黄橙色

微砂粒多く含む

（石英・長石）

四方に円形透か

し

77－7 5 0
遺構外

A 3 G r
土師器

甑型土器 ？

（突帯部）

外／横刷毛目、ナデ

内／削り
にぷい黄橙色

徴砂粒若干含む

（石英・長石）

77－8 4 8
遺構外

D lO G r
土師器 取っ手

削り、刷毛目、ナデ

一部に指圧痕
灰黄褐色 徴砂粒含む

77－9 4 9
遺構外

B9 G r
須恵器 蓋 12．2 3．0 天井部は削り後ナデ 灰色 密

擬宝珠状摘み

高広Ⅳ－B

77－10 4 9 遺構外 須恵器 蓋 18．3
天井部は削り後ナデ

回転ナデ
灰色 密 擬宝珠状摘み

77－11 4 9
遺構外

A 4 G r
須恵器 蓋 14．1 3．9

天井部は削り

回転ナデ
灰色

密

徴砂粒多 く含む
輪状摘み

77－12 4 9 遺構外 須恵器 蓋 15．2 2．6
天井部は削り後ナデ

回転ナデ
黄灰色 密 輪状摘み

77－13 4 9 遺構外 須恵器 蓋 天井部は削り

回転ナデ
灰色 密 輪状摘み

77－14 4 9
遣構外

B．C3．4 G r
須恵器 小型坪 11．4 2．9

底部はへラ切 り

回転ナデ
灰色 密

77－15 4 9
遣構外

須恵器 ま不 13．9 4．6
回転糸切 り 外／にぷい橙色 密

A 3G r 回転ナデ、口緑端部を屈曲 内／ にぷい赤褐色 徴砂粒若干含む

77－16 4 9 遣構外 須恵器 坪 10．8
回転糸切 り

回転ナデ
灰緑色

密

徴砂粒少 し含む

貼付高台付

石見系

77－17 4 9 遣構外 須恵器 j不 10．8 7．8 4．4
回転糸切 り

回転ナデ
灰白色

密

徴砂粒少 し含む

78－1 5 0
遣構外

B7 G r
土師器 製塩土器 11．5

外／指圧痕

内／細かな布 目痕、器壁薄い
浅黄橙色 精製土 口緑端部尖 る

78－2 5 0 遣構外 土師器 製塩土器 12．4
外／弱い指圧痕

内／ナデ、器壁薄い
にぷい橙色 精製土 口線端部丸い

78－3 5 0
遺構外

12 G r
土師器 製塩土器 8．4

外／指圧痕

内／指ナデ痕、器壁厚い
浅黄橙色

徴砂粒含む

（赤褐色粒混）
口緑端部丸い

78－4 5 0 遣構外 土師器 製塩土器 8．0
外／指圧痕、ひび割れ

内／指横ナデ痕、器壁厚い
浅黄橙色 精製土

口緑端部上に刻

み目

78－5 50 遺構外 土師器 製塩土器 10．0
外／指圧痕、器壁厚い

内／指横ナデ痕

外／ にぷい橙色

内／ にぷい黄橙色
精製土 口緑端部平坦

78－6 50 遣構外 土師器 製塩土器 10．8
外／指圧痕、器壁厚い

内／ナデ

外／灰黄褐色

内／浅黄橙色
精製土 口緑端部平坦

78－7 50 遺構外 土師器 製塩土器 10．0
外／指圧痕、器壁厚い

内／指横ナデ痕

浅黄橙色

一部橙色
精製土

口緑端部尖 り気

味

78－8 50
遺構外

F1 3 G r
土師器

竃

（庇部破片）

外／ナデ

内／削り
にぷい黄橙色

微砂粒多 く含む

（石英・長石）

78－9 50
遺構外

A 3 G r
土師器

竃

（底部破片）

外／荒い縦刷毛目、ナデ痕

内／荒い削 り
橙色 微砂粒含む

ー　94　－



出丑遣物観察表（丑製品）
挿 図

番 号
図 版 出 土 地 点 種 別

法　　 量 （単 位 ：cm 、g ）
色　　 調 胎　　 土 備　　　 考

長 巾 高 底 径 断 面 径 孔 径 重 量

7 －7 2 3 S lO l
土 製 支 脚

（脚 部 ）
1 1 に ぷ い 黄 橙 色 微 砂 粒 含 む 削 り後 、ナ デ

16 －2 2 3 P O 4 2 2
土 製 支 脚

（受 部 ）
1 1 に ぷ い 黄 橙 色 徴 砂 粒 含 む ス ス 付 着

4 主 1 0 2 8 S K l O 土 錘
2 ．5

（残 存 ）
2 ．1 0 ．0 7 橙 色

6 0 －1 2 4 2 S D O 3 取 手 （？） 2 ．2 0 ．0 4
高 杯 の 充 填 部 を 転 用 ？

中 央 に 穿 孔

6 0 －1 3
巻 頭 4

4 2
S D O 3 不 明 2 ．8 3 ．6 2 8 橙 色 精 製 土

底 に 径 7m nlの 凹 み

桃 の 実 、ま た は 杏 の 種 か ？

7 8 －1 0 5 0 遣 構 外
土 製 支 脚

（受 部 ）
8 5 ．1 に ぷ い黄 橙 色 精 製 土 全 体 に 指 圧 痕

7 8 －1 1 5 0 遺 構 外
土 製 支 脚

（受 部 ）
6 ．7 4 ．2 に ぷ い 黄 橙 色 精 製 土 全 体 に 指 圧 痕

7 8 －1 2 5 0 遺 構 外
土 製 支 脚

（脚 部 ）
11 9．8

外 ／灰 黄 褐 色

内／に ぷ い 黄 橙 色
精 製 土

全 体 に 指 圧 痕

半 球 状 に 底 を 削 る

7 8 －1 3 5 0
遺 構 外

（A 2 G r）
土 錘

4 ．2

（残 存 ）
1．9 0 ．0 6 に ぷ い 橙 色

7 8 －14 5 0
遺 構 外

（A 3 G r）
羽 口

7 ．5

（推 定 ）
橙 色

出丑遣物観察義順調馴
挿図

番号
図版 出土地 点 種　 別 材　 質

法 量 （単 位 ：cIn、g）
備　　　　　 考

最大 長 最 大幅 最大 厚 外径 孔径 重量

3 5 －7 2 5 S K O 7
磨製 片刃石

斧
流 紋岩 8 ．5 8 ．6 3 18 9 銀 杏 の葉形 SK 0 3 か らの混 入 と考 えられ る

3 5 －8 2 6 S K O 7 砥石 流 紋岩 3 ．8 10 ．4 6 ．6 38 3

4 6 －12 3 0
C l lG r

土 器溜 り
砥石

きめ細 か な

砂 岩
6 5 ．6 2 ．8 136

SD O lの砥石 と接 合 割 れた後 、廃棄 され た と思 わ

れ る。

5 0 －5 5 1 S D O l 砥石
きめ細 か な

砂 岩
6 ．6 5．2 3 ．5 14 1

C l lG r土 器溜 りの砥 石 と接合 、 S D 0 4 か らの混 入

の可能 性

6 0 －14 4 2 S D O 3 高長石
安 山岩 質凝

灰岩
1 1．7 8 ．6 5 ．1 8 10

7 主6 4 1 S D 12 砥石 流 紋岩 9 7．8 4 ．2 4 8 7

7 3 －9 4 1 S D 13 石錘 流 紋岩 1 1．8 9．4 3 ．5 6 2 3

78 －16 5 0 遣構 外 砥石 砂 岩 7 ．6 6 4 ．2 2 3 5

78 －17 5 0 遣構 外 砥石 砂 岩 6 ．1 4 ．1 2 ．9 10 0

78 －18 5 0 遺構 外 砥石 泥岩 ？ 7 ．4 4 ．7 3 ．8 24 2

出丑遺物観察義（鉄製品⑳宙銭⑳をの飽）
挿 図

番 号
図 版 出 土 地 点 種　 別 材　 質

法 呈 （単 位 ：cm 、g）
備　　　　　 考

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 車 量

2 7 －5
4 6

5 1
S X O l 古 銭 鋼 2 ．1 2 ．5

1 2 枚 が 束 ね られ た 状 態 で 出 土

年 代 不 明

3 8 －3
2 5

5 1
S K O 9 平 釘 or絵 鉄 6 ．7 2 ．1 1．2 2 0

5 ト9 5 1 S D O 2 刀 子 ？ 鉄 1 1．2 1．7 1 1 8

7 8 －15 5 1 遣 構 外 不 明 鉄 7 ．1 2 ．6 1．6 3 5

ー　95　－



厄 ▼＋



図版1

調査前状況（東側）南から

調査状況（第3次調査区から第4次調査区を望む）



図版2

Sl01調査状況（東から）

S旧1（北から）

SB01（南から）



図版3

SBO2検出状況（南から）

SB02ピット土層断面

SB02（南から）


